
2026年度　通信教育実施計画

教科 国語 科⽬ 現代の国語 単位 2単位
面接指導実施

 コマ数
（6割減免後）

2コマ

学習⽬標
実社会に必要な国語の知識や技術を⾝に付け、論理的に考える⼒や深く共感したり豊かに想像したりする⼒を伸ばし、他者
との関わりの中で伝え合う⼒を⾼め、⾃分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。

教科書 東京書籍「新編現代の国語」（現国７０１）

副教材 東京書籍「新編現代の国語」学習課題ノート

学習⽅法 教科書とワークブックで学習するレポートを自宅等で学習する。また、⾯接指導や添削指導でより理解を深める。

評価⽅法 5段階評価。添削指導、試験、⾯接指導での評価、観点別評価の実施。

添削課題 単元名および概要

第1回
単元名 ⾃⼰を⾒つめる

概要 ⽣きる原点としての⾃⼰への理解を深める。

第2回
単元名 他者に出会う

概要 評論を読んで筆者の考えを読み取り、関⼼の幅を広げる。

第3回
単元名 視野を広げる

概要 新鮮な着眼や発想に触れて、視野を広げる。

第4回
単元名 社会と関わる

概要 働く人の思いを理解し、社会の中で⽣きる⾃分の将来について考える。

第5回
単元名 世界とつながる

概要 芸術や歴史の真実に触れ、周囲に広がる世界への理解を深める。

第6回
単元名 地域のアイデンティティ

概要 地域の伝統について考える。

⾯接指導計画

単元名

・ルリボシカミキリの青
・未来をつくる想像力
・スキマが育む都市の緑と生命のつながり
・森で染める人
・りんごのほっぺ
・沖縄の方言について考えをまとめる

学習到達⽬標
 

・筆者の少年時代の体験と自分を対比して、幼少期に夢中になったことを思い出してみる。
・メディアとの付き合い方を深く考えてみる。
・外来語、対義語の面白さを知る。
・「働く」ということを考えてみる。
・歴史を語り継ぐことの意義を考える。
・沖縄の方言について考察することで、自分自身の地域文化に目を向け関わり方を考える。



2026年度　通信教育実施計画

教科  国語 科⽬ ⾔語⽂化  単位 2単位
面接指導実施

 コマ数
（6割減免後）

 2コマ

学習⽬標
国語を適切に表現し的確に理解する能⼒を育成し、伝え合う⼒を⾼めるとともに、思考⼒や想像⼒を伸ばし、⼼情を豊か
にし、⾔語感覚を磨き、⾔語⽂化に対する関⼼を深め、国語を尊重してその向上を図る態度を育てる。上代から近現代に
受け継がれてきた我が国の⾔語⽂化への理解を深めることを⽬指す。

教科書 東京書籍「新編⾔語⽂化」（現⽂７０１）

副教材 東京書籍「新編⾔語⽂化」学習課題ノート

学習⽅法 教科書とワークブックで学習するレポートを自宅等で学習する。また、⾯接指導や添削指導でより理解を深める。

評価⽅法 5段階評価。添削指導、試験、⾯接指導での評価、観点別評価の実施。

添削課題 単元名及び概要

第1回
単元名 随筆

概要 随筆を読んで、筆者のものの⾒⽅や感じ⽅を読み取る。

第2回
単元名 詩歌

概要 詩や短歌、俳句に親しみ、深く 読み味わう⼒を養う。

第3回
単元名 小説２

概要 描かれている内容から主題を読み取り、小説を深く味わう。

第4回

単元名 古⽂⼊⾨

概要
古⽂と現代⽂との違いを知り、古⽂を読む基礎となる⽂語のきまりを理解する。
説話のおもしろ さを味わい、古⽂の世界に親しむ。

第5回
単元名 物語

概要
物語に描かれている内容を、叙述を基に的確に捉える。
⽂章の展開や表現の特⾊に注⽬しながら 物語を読み味わう。

第6回
単元名 俳句

概要 表現技法（季語）について理解する。
俳句から感じられる作者の思いを読み取る

⾯接指導計画

 単元名

・さくらさくら
・短歌
・羅生門
・俳句
・児のそら寝
・訓読の基本

学習到達⽬標

・筆者の「桜」に対する思い、日本独特の「桜」に対する思いを読み取る。
・短歌の表現技法を学ぶとともに、季節や風情を感じる。
・羅生門で使われる言葉の意味を学ぶ。
・俳句における季語・季節の役割を学ぶ。
・親しみやすい古典文学に触れ、伝統的言語文化を学ぶ。
・漢文とは、を理解し異国と日本の言語文化の歴史に興味をもってもらう。



2026年度　通信教育実施計画

教科 国語 科⽬ 論理国語 単位 4単位
面接指導実施

 コマ数
（6割減免後）

2コマ

学習⽬標

⾔葉による⾒⽅・考え⽅を働かせ、⾔語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能⼒を育成すること
を⽬指す。
 （1） 実社会に必要な国語の知識や技能を⾝に付けるようにする。
 （2） 論理的，批判的に考える⼒を伸ばすとともに、創造的に考える⼒を養い、他者との関わりの中で伝え合う⼒を⾼め、
⾃分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。
 （3） ⾔葉がもつ価値への認識を深めるとともに、⽣涯にわたって読書に親しみ⾃⼰を向上させ、我が国の⾔語⽂化の担
い⼿としての⾃覚を深め、⾔葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。

教科書 東京書籍「新編論理国語」（論国７０１）

副教材 東京書籍「新編論理国語」　学習課題ノート

学習⽅法 教科書とワークブックで学習するレポートと、メディア視聴で作成する視聴報告書を自宅等で学習する。また、⾯接指導や
添削指導でより理解を深める。

評価⽅法 5段階評価。添削指導、試験、⾯接指導での評価、観点別評価の実施。

添削課題 単元名および概要

第1回

単元名 広がる⾵景

概要
対話についての筆者の考えを捉え、⽇常のコミュニケーションの在り⽅を振り返ろう。
学ぶことの意味について、筆者の主張を読み取り、⾃分に引き寄せて考えよう。

第2回
単元名 考える手がかり

概要 戦時下に生きた人々の日常と悲劇に思いを巡らし、時代や社会について考える態度を養う。

第3回
単元名 人間と知性

概要 文の繋がりに着目して主張を読み取り、人間の思考や学ぶことの意義について理解を深めよう。

第4回
単元名 現実の中で

概要 文章構成に注意して、筆者の考えを理解する。
表現に注意して評論を読み、提示された問題を的確に把握する。

第5回
単元名 ものの見方

概要 文章に示された考え方を手掛かりに「わたし」の捉え方について理解を深める。
学問的な見地から書かれた評論を呼んで、ものの見方を広げよう。

第6回
単元名 働くよろこび

概要 様々な観点から書かれた働く人の文章を読んで、働くことについて考えを深めよう。

第7回
単元名 時代をひらく

概要 タイトルに象徴される筆者の考えを⼿がかりにして、⾃分の⽣き⽅について考えよう。
論理展開に注意して評論を読み、扱われている問題を的確に捉えよう。

第8回
単元名 新しい視点から

概要 ⼆⼈の語り部に共通する姿から 、「語る」ということの本質について考えを深めよう。
体験に基づく文章を読み、表現に注意して筆者の考え方を捉えよう。

第9回
単元名 科学と⼈間

概要 アンドロイドの研究を踏まえた評論を読んで、⼈間に対する筆者の考えを捉えよう。
科学や哲学の見地から書かれた評論を読んで、人間について考えを深めよう。

第10回
単元名 豊かな認識

概要 本⽂中の⼆つの課題を追体験して読み、科学的視点の持ち ⽅とそ の意義を理解しよう。
評論を読んで的確に理解し、論じられている物事への認識を深めよう。

第11回
単元名 知のゆくえ

概要 インターネットと本を⽐較しながら 書かれた評論を読み、情報と知識について理解を深めよう。
対比に注意して評論を読み、筆者の主張を的確に捉えよう。

第12回
単元名 考えよう

概要 論理展開に注意して読み、扱われている問題を的確に捉えよう。

⾯接指導計画

単元名

１ 少女たちの「ひろしま」
２ 安心について
３ 楽に働くこと、楽しく働くこと
４ 論理とは何か(つなげる力・要約する力・質問する力)

 学習到達⽬標
１ 常用漢字を正しく読み書きできるようにする。
２ 文章を読み、その構造を正しく理解できるようにする。
３ 文章の要約を簡易的なものからできるようにする。



2026年度　通信教育実施計画

教科 国語 科⽬ ⽂学国語 単位 4単位
面接指導実施

 コマ数
（6割減免後）

2コマ

学習⽬標

⾔葉による⾒⽅‧考え⽅を働かせ、⾔語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資質‧能⼒を次のとおり育
成することを⽬指す。
 （1） ⽣涯にわたる社会⽣活に必要な国語の知識や技能を⾝に付けるとともに，我が国の⾔語⽂化に対する理解を深め
ることができるようにする。
 （2） 深く 共感したり豊かに想像したりする⼒を伸ばすとともに，創造的に考える⼒を養い，他者と
 の関わりの中で伝え合う⼒を⾼め，⾃分の思いや考えを広げたり深めたりすることができる
 ようにする。
 （3） ⾔葉がもつ価値への認識を深めるとともに，⽣涯にわたって読書に親しみ⾃⼰を向上させ，我が国の⾔語⽂化の担
い⼿としての⾃覚を深め，⾔葉を通して他者や社会に関わろ うとする態度を養う。

教科書 東京書籍「⽂学国語」（⽂国７０１）

副教材 東京書籍「⽂学国語」学習課題ノート

学習⽅法 教科書とワークブックで学習するレポートと、メディア視聴で作成する視聴報告書を自宅等で学習する。また、⾯接指導や
添削指導でより理解を深める。

評価⽅法 5段階評価。添削指導、試験、⾯接指導での評価、観点別評価の実施。

添削課題 単元名および概要

第1回
単元名 随筆

概要 随筆につづられている筆者の感じ方や思いを読みとり、ものの見方を広げる。

第2回
単元名 ⼩説1

概要 小説に書かれた世界を味わい、そこに表された人間の在り方について考える。

第3回
単元名 小説2

概要 小説を読み、そこに込められた寓意や書かれた人々の姿から、生きることへの考えを深める。

第4回
単元名 詩歌

概要 詩や短歌と、短歌に関する評論を読み、詩歌の表現の特色を理解して味わう。

第5回
単元名 小説3

概要 小説における場面展開や、人の性格・心理の描写を読み取る。

第6回
単元名 評論2

概要 具体例や引用と筆者の主張との関係に注意して評論を読み、文学の価値や意義について考える。

第7回
単元名 随筆1

概要 随筆を読んで筆者の経験や思いを捉え、言葉と自分との関わりについて考える。

第8回
単元名 詩歌（1）

概要 詩や俳句と、俳句に関する評論を読み、詩歌の表現の特⾊を理解して味わう。

第9回
単元名 随筆2

概要 優れた表現や叙述の仕方を理解し、感性や心情を豊かにする。

第10回
単元名 ⼩説２

概要 ‧構成や時代背景に注意しながら 主⼈公の葛藤を読み取り、⼈⽣の選択について考える。

第11回
単元名 評論

概要 筆者の主張の展開を押さえ、⼩説における作者と⼩説内の「私」との関係について考えを深める。

第12回
単元名 詩歌（2）

概要 詩や短歌と、短歌に関する評論を読み、詩歌の表現の特色を理解して味わう。

⾯接指導計画

単元名

・山月記
・檸檬
・小諸なる古城のほとり
・永訣の朝

学習到達⽬標
・文学作品を読むことで、その文体や文章の特徴、美しさを感じ取り、文学作品に親しむ。
・文学作品を通じて、生涯にわたり読書に親しむ態度を養う。
・文学史を学習することにより、作者の他の作品に興味を持たせる。



2026年度　通信教育実施計画

教科 国語 科⽬ 古典探究 単位 4単位
面接指導実施

 コマ数
（6割減免後）

2コマ

学習⽬標

⾔葉による⾒⽅‧考え⽅を働かせ，⾔語活動を通して，国語で的確に理解し効果的に表現する資質‧能⼒を次のとおり育
成することを⽬指す。
 （1） ⽣涯にわたる社会⽣活に必要な国語の知識や技能を⾝に付けるとともに，我が国の伝統的な⾔語⽂化に対する理
解を深めることができるようにする。
 （2） 論理的に考える⼒や深く 共感したり豊かに想像したりする⼒を伸ばし，古典などを通した先⼈のものの⾒⽅
 ，感じ⽅，考え⽅との関わりの中で伝え合う⼒を⾼め，⾃分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。
 （3） ⾔葉がもつ価値への認識を深めるとともに，⽣涯にわたって古典に親しみ⾃⼰を向上させ，我が国の⾔語⽂
化の担い⼿としての⾃覚を深め，⾔葉を通して他者や社会に関わろ うとする態度を養う。

教科書 東京書籍「新編古典探究」（古探 ７０１）

副教材 東京書籍「新編古典探究」　学習課題ノート

学習⽅法 教科書とワークブックで学習するレポートと、メディア視聴で作成する視聴報告書を自宅等で学習する。また、⾯接指導や
添削指導でより理解を深める。

評価⽅法 5段階評価。添削指導、試験、⾯接指導での評価、観点別評価の実施。

添削課題 単元名および概要

第1回
単元名 説話に楽しむ

概要 古⽂の読み⽅を確認しよう。
説話の展開や内容のおもしろさを捉えよう。

第2回
単元名 説話に楽しむ

概要 古⽂の読み⽅を確認しよう。
説話の展開や内容のおもしろさを捉えよう。

第3回
単元名 随筆を読む

概要 随筆に表れている作者のものの見方、感じ方、考え方を読み取ろう。

第4回
単元名 日記を読む

概要 作者の境遇を確かめながら、日記に書かれた出来事や作者の心情を的確に捉えよう。
日記に表れている作者のものの見方、感じ方、考え方を理解しよう。

第5回
単元名 随筆を味わう

概要 随筆に書かれている情景や出来事を的確に捉えよう。
随筆の内容を自分と関係づけ、ものの見方、感じ方、考え方を広げよう。

第6回
単元名 歌物語を楽しむ

概要 作品中の和歌に着目しながら、登場人物の心情や行動を捉えよう。
古典の言葉を現代の言葉と比較し、その変遷について考察しよう。

第7回
単元名 歌話。歌論を読む

概要 内容を読みとり、その論旨を捉えよう。
歌話・歌論に述べられたものの見方、感じ方、考え方を踏まえて、考えを深めよう。

第8回
単元名 俳諧に浸しむ

概要 俳句に詠み込まれた情景や心情を捉えよう。
俳論を読み、論旨を的確に捉えよう。

第9回
単元名 故事と小話

概要 漢文の読み方を確認しよう。
様々な文章を読み、興味を持った内容を調べて理解を深めよう。

第10回
単元名 中国の知恵

概要 古代中国のさまざまな考え方に触れ、ものの見方や感じ方、考え方を深めよう。
寓話や故事成語の意味について理解を深めよう。

第11回
単元名 小話を読む

概要 話の展開や登場人物の想いに触れ、ない世のおもしろさを味わう。
さまざまな人物の考え方を比較し、人間の生き方について考えよう。

第12回
単元名 俳句にふれる

概要 俳句の特色を理解して味わう。

⾯接指導計画

単元名

・土佐日記「馬のはなむけ」
・枕草子「中納言参り給ひて」
・伊勢物語「東下り」
・源氏物語「若紫」
・漢文・寓話「杞憂」
・漢文・小話「鼓腹撃壌」
・「性善説」と「性悪説」

 学習到達⽬標

・音読を行い、古文独特のリズムに親しむ。
・古文に用いられている語句の意味、用法及び文の構造を理解する。
・物語にでてくる歌を詠み理解することで登場人物の心情や背景をより理解する。
・作品の内容を構成や展開に即して的確にとらえる。
・漢文とは、を理解し異国と日本の言語文化の歴史に興味をもってもらう。
・作品を読んで、当時の中国の状況を理解する。
・人間の本性について自分の考えをまとめる。



2026年度　通信教育実施計画

教科 地理歴史 科⽬ 地理総合 単位 2単位
面接指導実施

 コマ数
（6割減免後）

2コマ

学習⽬標 社会的事象の地理的な⾒⽅‧考え⽅を働かせ、課題を追究したり解決したりする活動を通して、広い視野に⽴ち 、グロー
バル化する国際社会に主体的に⽣きる平和で⺠主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公⺠としての資質‧能⼒
を次のとおり育成することを⽬指す。
 （1） 地理に関わる諸事象に関して，世界の⽣活⽂化の多様性や，防災，地域や地球的課題への取組などを理解すると
ともに，地図や地理情報システムなどを⽤いて，調査や諸資料から 地理に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べま
とめる技能を⾝に付けるようにする。
 （2） 地理に関わる事象の意味や意義，特⾊や相互の関連を，位置や分布，場所，⼈間と⾃然環境との相互依存関係，
空間的相互依存作⽤，地域などに着⽬して，概念などを活⽤して多⾯的‧多⾓的に考察したり， 地理的な課題の解決に
向けて構想したりする⼒や，考察，構想したことを効果的に説明したり，そ れら を基に議論したりする⼒を養う。
 （3） 地理に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野にそ こで⾒ら れる課題を主体的に追究，解決しようとす
る態度を養うとともに，多⾯的‧多⾓的な考察や深い理解を通して涵養される⽇本国⺠としての⾃覚，我が国の国⼟に対
する愛情，世界の諸地域の多様な⽣活⽂化を尊重しようとすることの⼤切さについての⾃覚などを深める。

教科書 東京書籍地理総合（地総701）

学習⽅法 教科書で学習するレポートを自宅等で学習する。また、⾯接指導や添削指導でより理解を深める。

評価⽅法 5段階評価。添削指導、試験、⾯接指導での評価、観点別評価の実施。

添削課題 単元名および概要

第1回

単元名 地図と情報システム

概要
私たちが暮らす世界について学ぼう。
地図やGISの役割について学ぼう。
世界の結び付きについて学ぼう。

第2回

単元名 国内や国家間の結びつきの変容と人々の生活文化と多様な地理的環境

概要
情報や交通で繋がる世界、多様化する世界について学ぼう。
⽂化の地域性と多様性について学ぼう。
地形と⽣活⽂化の関係について学ぼう。

第3回
単元名 ⽣活⽂化と地理的環境(1)

概要 気候と⽣活⽂化の関係について学ぼう。

第4回

単元名 ⽣活⽂化と社会的環境

概要
資源やエネルギーの問題について学ぼう。
産業と⽣活⽂化の関係について学ぼう。
多様性や世界の生活文化について学ぼう。

第5回

単元名 地球的課題と国際協⼒

概要
地球環境問題について学ぼう。
⼈⼝や⾷料の問題について学ぼう。
都市や⺠族の問題について学ぼう。

第6回

単元名 日本の生活文化と防災・減災、復旧・復興

概要
⽇本の地域文化の特⾊について理解を深める。
さまざまな⾃然災害と防災について理解を深める。

⾯接指導計画

単元名

第２編 国際理解と国際協力
 第１章 人々の生活文化と多様な地理的環境
      １節 生活文化の多様性と国際理解
      ４節 生活文化と産業

学習到達⽬標
世界の人々の生活文化について、場所の特徴や自然および社会的条件との関わりに着目して、多様性や変容の要因な
どを多角的・多面的に考察させる。また、現代世界でみられる地球的課題の現状に関連付けて、よりよい社会の実現に向
けて主体的に解決しようとする態度を養う。



2026年度　通信教育実施計画

教科 地理歴史 科⽬ 地理探究 単位 3単位
面接指導実施

 コマ数
（6割減免後）

2コマ

学習⽬標

社会的事象の地理的な⾒⽅‧考え⽅を働かせ、課題を追究したり解決したりする活動を通して、広い視野に⽴ち 、グロー
バル化する国際社会に主体的に⽣きる平和で⺠主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公⺠としての資質‧能⼒
を次のとおり育成することを⽬指す。
 （1） 地理に関わる諸事象に関して，世界の空間的な諸事象の規則性，傾向性や，世界の諸地域の地域的特⾊や課題
などを理解するとともに，地図や地理情報システムなどを⽤いて，調査や諸資料から 地理に関する様々な情報を適切か
つ効果的に調べまとめる技能を⾝に付けるようにする。
 （2） 地理に関わる事象の意味や意義，特⾊や相互の関連を，位置や分布，場所，⼈間と ⾃然環境との相互依存関係，
空間的相互依存作⽤，地域などに着⽬して，系統地理的， 地誌的に，概念などを活⽤して多⾯的‧多⾓的に考察したり，
地理的な課題の解決に向けて構想したりする⼒や，考察，構想したことを効果的に説明したり，そ れらを基 に議論したり
する⼒を養う。
 （3） 地理に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野にそ こで⾒られる課題を主体的に探究しようとする態度
を養うとともに，多⾯的‧多⾓的な考察や深い理解を通して涵養される⽇本国⺠としての⾃覚，我が国の国⼟に対する愛
情，世界の諸地域の多様な⽣活⽂化を尊重しようとすることの⼤切さについての⾃覚などを深める。

教科書 東京書籍「地理探究」（地総７０１）

学習⽅法 教科書で学習するレポートと、メディア視聴で作成する視聴報告書を自宅等で学習する。また、⾯接指導や添削指導でよ
り理解を深める。

評価⽅法 5段階評価。添削指導、試験、⾯接指導での評価、観点別評価の実施。

添削課題 単元名および概要

第1回
単元名 世界の地形

概要 地形の成り立ちについて学ぶ。
気候や地質について学ぶ。

第2回
単元名 気候と⾃然環境

概要 地球の気候の特徴について学ぶ。

第3回

単元名 日本の自然環境と自然災害、世界の環境問題、産業と資源

概要

日本の自然環境の特徴を学ぶ。
自然災害について学ぶ。
地球環境問題について学ぶ。
産業の発展と社会的分業について学ぶ。

第4回

単元名 農林水産業、食料問題、エネルギーと鉱産資源

概要
農林水産業について学ぶ。
世界の食料問題について学ぶ。
エネルギー消費と資源について学ぶ。

第5回

単元名 工業の立地と工業地帯の変容、第三次産業、交通・通信、貿易、観光

概要

工業の立地と工業地帯について学ぶ。
第三次産業の特徴について学ぶ。
交通、通信技術の発達について学ぶ。
現代の貿易と経済連携について学ぶ。

第6回

単元名 人口、村落・都市、民族・宗教

概要
世界の人口について学ぶ。
村落や都市の機能や携帯、分布の特徴を学ぶ。
民族や国家、世界の宗教について学ぶ。

第7回

単元名 現代の国家と領土問題、アジア

概要

国家の領域や領土をめぐる問題について学ぶ
地域区分の意義と⽅法について学ぶ。
東アジアの産業‧経済‧⽂化について学ぶ。
東南アジアの産業‧経済‧⽂化について学ぶ。
南アジアの産業‧経済‧⽂化について学ぶ。

第8回

単元名 アジア、アフリカ‧ヨーロッパ‧ロシア

概要

⻄アジアと中央アジアの共通点と相違点について学ぶ。
北アフリカとサハラ以南アフリカの共通点と相違点について学ぶ。
ヨーロッパの産業‧経済‧⽂化について学ぶ。
揺ら ぐ 「⼀つのヨーロッパ」について学ぶ。
ロシアの産業‧経済について学ぶ。
ロシアの⺠族問題‧領⼟問題について学ぶ。

第9回
単元名 日本の自然災害と少子高齢化

概要 日本の自然災害について理解を深める。
少子高齢化について理解を深める。

⾯接指導計画

単元名

 第２章 産業と資源
  ３節 食料問題
 第４章 人口，村落・都市
  １節 人口
  ２節 人口問題

 学習到達⽬標
人口や食料に関する諸事象に関して、場所や分布、人間と自然環境との相互依存関係などに着目して、系統地理的、地
誌的に多角的・多面的に考察し地理的な課題解決に向けて考察、構想する力や、課題を追及し解決に向けて自己の考
えを表現する力を養う。



2026年度　通信教育実施計画

教科 地理歴史 科⽬ 歴史総合 単位 2単位
面接指導実施

 コマ数
（6割減免後）

2コマ

学習⽬標

社会的事象の歴史的な⾒⽅‧考え⽅を働かせ、課題を追究したり解決したりする活動を通して、広い視野に⽴ち 、グロー
バル化する国際社会に主体的に⽣きる平和で⺠主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公⺠としての資質‧能⼒
を次のとおり育成することを⽬指す。
 （1） 近現代の歴史の変化に関わる諸事象について，世界とそ の中の⽇本を広く 相互的な視野から 捉え，現代的な諸
課題の形成に関わる近現代の歴史を理解するとともに，諸資料から 歴史に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べ
まとめる技能を⾝に付けるようにする。
 （2） 近現代の歴史の変化に関わる事象の意味や意義，特⾊などを，時期や年代，推移， ⽐較，相互の関連や現在との
つながりなどに着⽬して，概念などを活⽤して多⾯的‧ 多⾓的に考察したり，歴史に⾒ら れる課題を把握し解決を視野に
⼊れて構想したりする⼒や，考察，構想したことを効果的に説明したり，そ れら を基に議論したりする⼒を養う。
 （3） 近現代の歴史の変化に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に追究，解決しようとす
る態度を養うとともに，多⾯的‧多⾓的な考察や深い理解を通して涵養される⽇本国⺠としての⾃覚，我が
 国の歴史に対する愛情，他国や他国の⽂化を尊重することの⼤切さについての⾃覚などを深める。

教科書 東京書籍「新選歴史総合」（歴総７０１）

学習⽅法 教科書で学習するレポートを自宅等で学習する。また、⾯接指導や添削指導でより理解を深める。

評価⽅法 5段階評価。添削指導、試験、⾯接指導での評価、観点別評価の実施。

添削課題 単元名および概要

第1回

単元名 アジアの繫栄と西洋近代の形成

概要

18世紀のアジアとヨーロッパについて学ぶ。
市民革命と近代社会について学ぶ。
産業革命と世界市場について学ぶ。
19世紀の欧米の国家形態について学ぶ。

第2回

単元名 世界の一体化と多様な近代化

概要

東アジアの国際秩序について学ぶ。
帝国主義政策の背景とアジア‧アフリカに与えた影響を学ぼう
国民国家の成立について学ぶ。
世界経済の変化と日本の産業革命について学ぶ。

第3回

単元名 第一次世界大戦と大衆社会

概要

様々な現代的課題の発⽣と近代化の歴史的関係を学ぼう。
国際秩序の変化と⼤衆化による、⽣活や社会の変容を学ぼう。
第⼀次世界⼤戦の推移や、⼤戦後の国際協調体制を学ぼう。
第⼀次世界⼤戦前後の社会の変化について学ぼう。

第4回

単元名 経済危機と第二次世界大戦

概要

経済危機の背景と影響、国際秩序や政治体制の変化を学ぼう。
世界恐慌への各国の対応と、国際協調体制が動揺した原因を学ぼう。
第⼆次世界⼤戦の推移と⼤戦後の世界に与えた影響を学ぼう。
第⼆次世界⼤戦後に形成された国際秩序と世界的影響を学ぼう。
第⼆次世界⼤戦下の社会状況や⼈々の⽣活を学ぼう。
⽇本に対する占領政策と戦後国際情勢の関係を学ぼう。

第5回

単元名 冷戦と世界経済

概要

地域紛争の背景や影響、冷戦が各国の政治‧経済に及ぼした影響を学ぼう。
冷戦や地域紛争の中で進んだ第三世界の結集を学ぼう。
欧⽶やソ連の政策転換を学ぼう。
地域連携の背景と影響を学ぼう。
⽇本の⾼度経済成⻑の背景と影響を学ぼう。

第6回
単元名 沖縄の伝統

概要 沖縄の伝統文化に触れ、理解を深める。

⾯接指導計画

単元名 第２章 近代化と私たち
    ３節 国民国家と明治維新

学習到達⽬標 ヨーロッパやアメリカ諸国での政治改革，国民国家の特徴や社会の変容などを考察し，立憲体制と国民国家の形成を理
解させる。また，帝国主義政策による列強間の関係の変化などを考察させアフリカ・アジア諸国の変容を理解させる。



2026年度　通信教育実施計画

教科 地理歴史 科⽬ ⽇本史探究 単位 3単位
面接指導実施

 コマ数
（6割減免後）

2コマ

学習⽬標

社会的事象の歴史的な⾒⽅‧考え⽅を働かせ、課題を追究したり解決したりする活動を通して、広い視野に⽴ち 、グロー
バル化する国際社会に主体的に⽣きる平和で⺠主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公⺠としての資質‧能⼒
を次のとおり育成することを⽬指す。
 （1） 我が国の歴史の展開に関わる諸事象について，地理的条件や世界の歴史と関連付けながら 総合的に捉えて理解
するとともに，諸資料から 我が国の歴史に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を⾝に付けるように
する。
 （2） 我が国の歴史の展開に関わる事象の意味や意義，伝統と⽂化の特⾊などを，時期や年代，推移，⽐較，相互の関
連や現在とのつながりなどに着⽬して，概念などを活⽤して多⾯的‧多⾓的に考察したり，歴史に⾒ら れる課題を把握し
解決を視野に⼊れて構想したりする⼒や，考察，構想したことを効果的に説明したり，そ れら を基に議論したりする⼒を
養う。
 （3） 我が国の歴史の展開に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に探究しようとする態度
を養うとともに，多⾯的‧多⾓的な考察や深い理解を通して涵養される⽇本国⺠としての⾃覚，我が国の歴
 史に対する愛情，他国や他国の⽂化を尊重することの⼤切さについての⾃覚などを深める。

教科書 東京書籍「⽇本史探究」（⽇探７０１）

学習⽅法 教科書で学習するレポートと、メディア視聴で作成する視聴報告書を自宅等で学習する。また、⾯接指導や添削指導でよ
り理解を深める。

評価⽅法 5段階評価。添削指導、試験、⾯接指導での評価、観点別評価の実施。

添削課題 単元名および概要

第1回

単元名 先史‧古代の⽇本と東アジア①

概要

⼈類の出現と旧⽯器時代
縄⽂⽂化の特⾊について学ぶ。
弥⽣⽂化の特⾊について学ぶ。
歴史資料と先史・古代の展望について学ぶ。
律令国家の形成と古代文化について学ぶ。

第2回

単元名 古代社会の形成と展開

概要

律令国家の形成と白鳳文化について学ぶ。
平城京と天平文化について学ぶ。
平安遷都と唐風文化について学ぶ。 
貴族政治と貴族社会について学ぶ。
国⾵⽂化の特⾊について学ぶ。

第3回

単元名 中世の⽇本と世界

概要

院政の開始と展開，⼟地⽀配の変容について学ぶ。
武⼠の社会進出と平⽒政権の誕⽣，平安末期の交易と⽂化の特⾊について学ぶ。
鎌倉幕府の⽀配のしく みについて学ぶ。
執権政治の特⾊について学ぶ。
モンゴルの襲来と鎌倉時代の社会の変化について学ぶ。
鎌倉時代の仏教と⽂化について学ぶ。

第4回

単元名 中世社会の展開

概要

鎌倉幕府の滅亡から室町幕府の成⽴にかけての武家と朝廷の動きについて学ぶ。
室町時代の対外関係、社会、経済について学ぶ。
戦国⼤名の分国⽀配と都市の発達について学ぶ。
室町⽂化の特⾊について学ぶ。

第5回

単元名 近世の⽇本と世界①

概要

地球的支配の形成について学ぶ。
織豊政権による全国統⼀と政策⽬的，意義について学ぶ。
桃⼭⽂化の特⾊について学ぶ。
江⼾幕府の⽀配のしく みについて学ぶ。
近世の⾝分と村や町での⽣活について学ぶ。

第6回

単元名 近世の⽇本と世界②

概要

幕藩体制の確立について学ぶ。
産業の発達と⽂化の興隆について学ぶ。
享保の改⾰と経済の発展について学ぶ。
幕藩体制の立て直しと動揺について学ぶ。

第7回
単元名 近代社会の幕開け

概要 開国と開港による⽇本の変化について学ぶ。
近代的制度の導入と新しい国際関係について学ぶ。

第8回

単元名 国民国家と資本主義の成立

概要

国民国家と資本主義の成立について学ぶ。
明治初期の対外政策、⾃由⺠権運動の展開について学ぶ。
条約改正交渉と⽇清戦争の経緯について学ぶ。
⽇露戦争の経過と⽇本の帝国主義化について学ぶ。
第⼀次世界⼤戦と第二次世界大戦後の日本について学ぶ。

第9回
単元名 琉球王国及び沖縄の世界遺産

概要 琉球王国時代の文化について理解を深める。
沖縄の世界遺産について理解を深める。

⾯接指導計画

単元名
 
  

 

第４編 近現代の地域・日本と世界
  第１章 近代社会の幕開け
  第２章 歴史資料と近現代の展望
  第３章 近現代社会の展開
       １節 近代的制度の導入と新しい国際関係
       ２節 国民国家と資本主義の成立

学習到達⽬標
対外政策の変容や開国，幕藩体制から新政権の成立など近代から近世への国家・社会の変容を理解し，立憲体制への
移行，国民国家の形成,文明開化の風潮や教育制度の充実など，近代の特色について多角的・多面的に考察し表現して
いく。



2026年度　通信教育実施計画

教科 地理歴史 科⽬ 世界史探究 単位 3単位
面接指導実施

 コマ数
（6割減免後）

2コマ

学習⽬標

社会的事象の歴史的な⾒⽅‧考え⽅を働かせ、課題を追究したり解決したりする活動を通して、広い視野に⽴ち 、グロー
バル化する国際社会に主体的に⽣きる平和で⺠主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公⺠としての資質‧能⼒
を次のとおり育成することを⽬指す。
 （1） 世界の歴史の⼤きな枠組みと展開に関わる諸事象について，地理的条件や⽇本の歴史と関連付けながら 理解する
とともに，諸資料から 世界の歴史に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を⾝に付けるようにする。
 （2） 世界の歴史の⼤きな枠組みと展開に関わる事象の意味や意義，特⾊などを，時期や 年代，推移，⽐較，相互の関
連や現代世界とのつながりなどに着⽬して，概念などを活⽤して多⾯的‧多⾓的に考察したり，歴史に⾒ら れる課題を把
握し解決を視野に⼊れて構想したりする⼒や，考察，構想したことを効果的に説明したり，そ れら を基に議論したりする
⼒を養う。
 （3） 世界の歴史の⼤きな枠組みと展開に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に探究しよ
うとする態度を養うとともに，多⾯的‧多⾓的な考察や深い理解を通して涵養される⽇本国⺠としての⾃覚
 ，我が国の歴史に対する愛情， 他国や他国の⽂化を尊重することの⼤切さについての⾃覚などを深める。

教科書 東京書籍「世界史探究」（世探７０１）

学習⽅法 教科書で学習するレポートと、メディア視聴で作成する視聴報告書を自宅等で学習する。また、⾯接指導や添削指導でよ
り理解を深める。

評価⽅法 5段階評価。添削指導、試験、⾯接指導での評価、観点別評価の実施。

添削課題 単元名および概要

第1回

単元名 世界史へのまなざし、諸地域の歴史的特質①

概要

お茶から見る世界史
人類の出現について
古代オリエントとエーゲ海地域
東アジアと南アジアの文明
古代ギリシアとヘレニズム
地中海とアジア

第2回

単元名 諸地域の歴史的特質②

概要

南アジアにおける国会形成
東南アジア地域における国家形成
古代帝国の誕生
中国と周辺地域の交流
中国の再統⼀と隋唐帝国
⽇本や東アジアの国々による，隋唐の⽂化の受容
中国の分裂と多様化
トルコ系⺠族のユーラシア⼤陸への広がり

第3回

単元名 諸地域の交流と再編

概要

イスラーム⽂明の特徴
⻄ヨーロッパの封建社会の成⽴過程
東ヨーロッパの⺠族‧国家‧宗教の結びつき
⻄ヨーロッパの農業，商業，都市
中世⻄ヨーロッパの⽂化に影響を及ぼした他⽂化とキリスト教
ルネサンスの社会的背景と影響
10世紀の東アジア諸国の⼤変動と唐宋変⾰
モンゴル帝国の発展の過程とアジアに及ぼした変化

第4回

単元名 諸地域の交流と再編①

概要

ポルトガルのアジア進出の理由とそ の影響
明の国内重視の国家体制と活発な交易の両⽴
スペインのアメリカ，アジア進出とそ の影響
ムガル帝国の繁栄と世界の諸地域の動きとの関連

第5回

単元名 諸地域の交流と再編②、主権国家体制の形成と地球規模での交易拡大

概要
中央アジアと西アジアの繁栄
清と東アジアについて
主権国家体制の形成と宗教改革

第6回

単元名 ⼀体化していく 世界

概要

イギリスで産業⾰命がはじまった原因
北アメリカの政治変⾰によって獲得された権利と権利を認めら れなかった⼈々
1848年にヨーロッパ諸国でおこった出来事の背景と課題
ヨーロッパ諸国における国⺠意識の⾼まりと覇権競争の結果
南北戦争前後の時代のアメリカの社会が抱えていた課題

第7回

単元名 世界市場の形成とアジア諸国の変容

概要

イギリスの急速な⼯業化が変えた世界の結びつき⽅
南アジアと東南アジアの各地における植⺠地⽀配の拡⼤
列強の覇権争いについて
アジア・アフリカ諸国の統治再編について

第8回

単元名 第一次世界大戦の展開と諸地域の変容、国際協調体制の動揺と第二次世界大戦

概要

第⼀次世界⼤戦について
⼤戦前後の国際秩序のあり⽅の変化
戦間期アメリカの⼤衆社会がほかの諸国に与えた影響
第⼀次世界⼤戦が，アジア各地の独⽴運動や⺠族形成に与えた影響
世界恐慌が諸地域の経済体制，政治体制に与えた影響
世界恐慌が国際協調体制に与えた打撃
第⼆次世界⼤戦のはじまりと展開
⼤戦後半に構想された国際秩序の再建と冷戦への展開

第9回
単元名 琉球王国の国際関係

概要 琉球王国の国際関係について理解を深める。
琉球王国の貿易について理解を深める。



⾯接指導計画

単元名 ・世界史へのまなざし
・古代文明の出現

学習到達⽬標

・ひとつの歴史事象を様々な視点から見ることで見え方が変わることを実感させる。
・現生人類が地球上に広がった過程を理解させる。
・世界各地の古代文明がどのような条件の下で発生したのかを理解させる。
・古代文明でうまれ今日の文明の基礎を築いている諸事象について考えさせる。



2026年度　通信教育実施計画

教科 公⺠ 科⽬ 公共 単位 2単位
面接指導実施

 コマ数
（6割減免後）

2コマ

学習⽬標

⼈間と社会の在り⽅についての⾒⽅‧考え⽅を働かせ、現代の諸課題を追究したり解決したりする活動を通して、広い視
野に⽴ち 、グローバル化する国際社会に主体的に⽣きる平和で⺠主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公⺠
としての資質‧能⼒を次のとおり育成することを⽬指す。
 （1） 現代の諸課題を捉え考察し，選択‧判断するための⼿掛かりとなる概念や理論について理解するとともに，諸資料か
ら ，倫理的主体などとして活動するために必要となる情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を⾝に付けるようにす
る。
 （2） 現実社会の諸課題の解決に向けて，選択‧判断の⼿掛かりとなる考え⽅や公共的な空間における基本的原理を活
⽤して，事実を基に多⾯的‧多⾓的に考察し公正に判断する⼒や，合意形成や社会参画を視野に⼊れながら 構想したこ
とを議論する⼒を養う。
 （3） よりよい社会の実現を視野に，現代の諸課題を主体的に解決しようとする態度を養うとともに，多⾯的‧多⾓的な考察
や深い理解を通して涵養される，現代社会に⽣きる⼈間としての在り⽅⽣き⽅についての⾃覚や，公共的な空間に⽣き
国⺠主権を担う公⺠として，⾃国を愛し，その平和と繁栄を図ることや，各国が相互に主権を尊重し、各国⺠が協⼒し合う
ことの⼤切さについての⾃覚などを深める。

教科書 教育図書「公共」（公共７０２）

学習⽅法 教科書で学習するレポートを自宅等で学習する。また、⾯接指導や添削指導でより理解を深める。

評価⽅法 5段階評価。添削指導、試験、⾯接指導での評価、観点別評価の実施。

添削課題 単元名および概要

第1回

単元名 公共的な空間をつくる私たち、公共的な空間における人間としての在り方生き方

概要

青年期と自己形成について学ぶ
個人として尊重される人間について学ぶ
現代の世界と宗教について学ぶ
哲学と人間としての在り方や生き方について学ぶ

第2回

単元名 近代政治の原理と民主主義、日本国憲法の基本原理

概要
民主政治の成立と基本的に人権について学ぶ
日本国憲法の基本原理について学ぶ
人権保障について学ぶ

第3回

単元名 民主政治と私たち

概要
地方自治について学ぶ
日本国憲法における三権分立について学ぶ
立法、司法、行政のそれぞれの特徴、役割について学ぶ

第4回

単元名 経済社会で生きる私たち

概要

市場経済のしくみについて学ぶ
資本主義の歴史と経済思想について学ぶ
金融の仕組みと働きについて学ぶ
財政について学ぶ

第5回

単元名 私たちの職業生活、国際社会のなかで生きる私たち

概要

社会保障について学ぶ。
労働者の権利について学ぶ
国際政治の動向にについて学ぶ
戦後の国際政治について学ぶ
国際平和への課題について学ぶ

第6回
単元名 職業生活について、SDGｓの達成に向けて

概要 様々な働き方について理解を深める。
SDGｓについて理解を深める。

⾯接指導計画

単元名

第１部 公共のとびら
第４章 公共的な空間における基本的原理
第２部 自立した主体として社会に参画する私たち
第３章 経済社会で生きる私たち
第４章 私たちの職業生活

学習到達⽬標

〇基本的人権とはどのような考えなのか。また、憲法ではどのように保証されているのか理解させる。
〇社会保障制度の意義について，多面的・多角的に考察させ、少子高齢化の進む日本の現状，社会保障の財源確保，
社会保障と経済の活性化とのかかわりなどについて理解させる。
〇資本主義社会における労働契約の特性，労働者の権利と労働三法の内容，労働条件改善に向けた課題について，実
際の職業や労働のあり方とのかかわりも含めて理解したうえで，労働者の権利保障が必要であることについて考察させる。



2026年度　通信教育実施計画

教科 公⺠ 科⽬ 倫理 単位 2単位
面接指導実施

 コマ数
（6割減免後）

2コマ

学習⽬標

⼈間としての在り⽅⽣き⽅についての⾒⽅‧考え⽅を働かせ,現代の諸課題を追究したり解決に向けて構想したりする活
動を通して,広い視野に⽴ち ,⼈間尊重の精神と⽣命に対する畏敬の念に基づいて,グローバル化する国際社会に主体
的に⽣きる平和で⺠主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公⺠としての資質‧能⼒を次のとおり育成することを
⽬指す。
 （1） 古今東⻄の幅広い知的蓄積を通して，現代の諸課題を捉え，より深く 思索するための⼿掛かりとなる概念や理論
について理解するとともに，諸資料から ，⼈間としての在り⽅⽣き⽅に関わる情報を調べまとめる技能を⾝に付けるよう
にする。
 （2） ⾃⽴した⼈間として他者と共によりよく ⽣きる⾃⼰の⽣き⽅についてより深く 思索する⼒や，現代の倫理的諸課題
を解決するために倫理に関する概念や理論などを 活⽤して，論理的に思考し，思索を深め，説明したり対話したりする
⼒を養う。
 （3） ⼈間としての在り⽅⽣き⽅に関わる事象や課題について主体的に追究したり，他者と共によりよく ⽣きる⾃⼰を形
成しようとしたりする態度を養うとともに，多⾯的‧多⾓的な考察やより深い思索を通して涵養される，現代社会に⽣きる
⼈間としての在り⽅⽣き⽅についての⾃覚を深める。

教科書 教育図書「倫理」（倫理７０１）

学習⽅法 教科書で学習するレポートを自宅等で学習する。また、⾯接指導や添削指導でより理解を深める。

評価⽅法 5段階評価。添削指導、試験、⾯接指導での評価、観点別評価の実施。

添削課題 単元名および概要

第1回

単元名 ⼈間の⼼のあり⽅、様々な人生観、倫理観、世界観Ⅰ

概要

⼈間とは何か考える
人間の特質、定義、課題について学ぶ
⼈間の心の働きについて学ぶ。
心の働きについて学ぶ
ギリシャ思想について学ぶ

第2回

単元名 さまざまな⼈⽣観‧倫理観‧世界観Ⅰ

概要

キリスト教の成⽴と展開
イスラームの成⽴と展開
仏教の成⽴と展開
儒家と道家の思想

第3回

単元名 さまざまな⼈⽣観‧倫理観‧世界観Ⅱ（1）

概要

近代と人間尊重の精神について学ぶ
近代思想の展開について学ぶ
人格の尊厳と人倫の思想について学ぶ
社会変革の思想

第4回

単元名 さまざまな⼈⽣観‧倫理観‧世界観Ⅱ（2）、国際社会に生きる日本人としての自覚➀

概要

理念の疑念と人間観・言論について学ぶ
他者・自然との関りについて学ぶ
日本の精神風土について学ぶ
仏教と日本人の思想形成について学ぶ

第5回

単元名 国際社会に⽣きる⽇本⼈としての⾃覚②

概要

儒教と日本人の思想形成・国学思想について学ぶ
庶民の思想について学ぶ
西洋思想と日本人の近代化について学ぶ
戦後思想の動向について学ぶ

第6回
単元名 三大宗教

概要 世界の宗教に目を向ける
宗教が人間に与える影響について理解を深める。

⾯接指導計画

 単元名 第５章 現代の課題を考える

学習到達⽬標 現代社会におけるさまざまな課題について関心をもち、主体的にとらえ、自己とのかかわりについて考察させる。また、そ
れぞれの課題が相互に関連していることを理解させ、論述することで自己の確立を促す。



2026年度　通信教育実施計画

教科 公⺠ 科⽬ 政治‧経済 単位 2単位
面接指導実施

 コマ数
（6割減免後）

2コマ

学習⽬標

社会の在り⽅についての⾒⽅‧考え⽅を働かせ，現代の諸課題を追究したり解決に向けて構想したりする活動を通して，
広い視野に⽴ち ，グローバル化する国際社会に主体的に⽣きる平和で⺠主的な国家及び社会の有為な形成者に必要
な公⺠としての資質‧能⼒を次のとおり育成することを⽬指す。
 （1） 社会の在り⽅に関わる現実社会の諸課題の解決に向けて探究するための⼿掛かりとなる概念や理論などについ
て理解するとともに，諸資料から ，社会の在り⽅に関わる情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を⾝に付けるよう
にする。
 （2） 国家及び社会の形成者として必要な選択‧判断の基準となる考え⽅や政治‧経済 に関する概念や理論などを活⽤し
て，現実社会に⾒られる複雑な課題を把握し，説明するとともに，⾝に付けた判断基準を根拠に構想する⼒や，構想した
ことの妥当性や効果，実現可能性などを指標にして議論し公正に判断して，合意形成や社会参画に向かう⼒を養う。
 （3） よりよい社会の実現のために現実社会の諸課題を主体的に解決しようとする態度を養うとともに，多⾯的‧多⾓的な
考察や深い理解を通して涵養される，国⺠主権を担う公⺠として，⾃国を愛し，その平和と繁栄を図ることや，我が国及
び国際社会において国家及び社会の形成に，より積極的な役割を果たそ うとする⾃覚などを深める。

教科書 東京書籍「政治‧経済」（政経７０１）

学習⽅法 教科書で学習するレポートを自宅等で学習する。また、⾯接指導や添削指導でより理解を深める。

評価⽅法 5段階評価。添削指導、試験、⾯接指導での評価、観点別評価の実施。

添削課題 単元名および概要

第1回

単元名 現代⽇本の政治➀

概要
⺠主政治の成⽴と基本的⼈権について学ぶ
現代の⺠主政治とおもな国の政治体制について学ぶ
⽇本国憲法の基本原理について学ぶ

第2回

単元名 現代⽇本の政治②

概要

日本の統治機構について学ぶ
国会、内閣、裁判所について学ぶ
地方自治について学ぶ
現代政治の性質と課題について学ぶ

第3回

単元名 現代⽇本の経済

概要

現代の資本主義経済について学ぶ
現代経済の仕組み
物価、金融等について学ぶ
財政の仕組みと機能について学ぶ

第4回

単元名 現代日本の経済

概要

日本の経済の発展と現状について学ぶ 
世界の金融危機以降の経済について学ぶ
校外と環境保全について学ぶ
社会保障と福祉について学ぶ

第5回

単元名 現代日本の諸課題

概要

貿易と国際収⽀、為替について学ぶ
戦後の国際経済体制の展開について学ぶ
地球環境問題をについて学ぶ
各国の資源‧エネルギー事情について学ぶ
地球温暖化対策の問題と課題について学ぶ

第6回

単元名 国際社会の諸課題

概要
地球環境問題について理解を深める。
地球温暖化対策について理解を深める。
SDGｓについて理解を深める。

⾯接指導計画

単元名
第１章　現代の政治
　　３節　日本の政治機構
　　４節　現代政治の特質と課題

指導目標 基本的人権や議会制民主主義への理解を深め、民主政治の本質を把握させるとともに、主権者として政治に対する関
心を高める。政治についての公正かつ客観的な見方や考え方を深めさせる。



2026年度　通信教育実施計画

教科 数学 科⽬ 数学Ⅰ 単位 3単位
面接指導実施

 コマ数
（6割減免後）

2コマ

学習⽬標

数学的な⾒⽅‧考え⽅を働かせ、数学的活動を通して、数学的に考える資質‧能⼒を次のとおり育成することを⽬指す。
 （1） 数と式，図形と計量，⼆次関数及びデータの分析についての基本的な概念や原理‧法則を体系的に理解するととも
に，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現‧処理したりする技能を⾝に付けるようにす
 る。
 （2） 命題の条件や結論に着⽬し，数や式を多⾯的にみたり⽬的に応じて適切に変形したりする⼒，図形の構成要素間
の関係に着⽬し，図形の性質や計量について論理的に考察し表現する⼒，関数関係に着⽬し，事象を的確に表現して
その特徴を表，式，グラフを相互に関連付けて考察する⼒，社会の事象などから 設定した問題について，データの散ら 
ばりや変量間の関係などに着⽬し，適切な⼿法を選択して分析を⾏い，問題を解決したり，解決の過程や結果を批判的
に考察し判断したりする⼒を養う。
 （3） 数学のよさを認識し数学を活⽤しようとする態度，粘り強く 考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度、問題
解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価‧改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

教科書 東京書籍「新数学Ⅰ」（数Ⅰ７０４）

学習⽅法 教科書で学習するレポートと、メディア視聴で作成する視聴報告書を自宅等で学習する。また、⾯接指導や添削指導で
より理解を深める。

評価⽅法 5段階評価。添削指導、試験、⾯接指導での評価、観点別評価の実施。

添削課題 単元名および概要

第1回
単元名 文字と式

概要 ⽂字を使った式∕多項式と単項式∕多項式の加法‧減法∕多項式の乗法/因数分解

第2回
単元名 実数

概要 平方根/根号を含む式の計算

第3回
単元名 ⽅程式と不等式

概要
1次⽅程式∕不等式∕不等式の性質∕不等式の解∕不等式の解き⽅∕2次⽅程式とその解き⽅∕2次⽅程
式の解の公式

第4回
単元名 2次関数とそのグラフ

概要 関数∕1次関数とそ のグラフ∕2次関数とそ のグラフ∕グラフの平⾏移動

第5回
単元名 2次関数

概要
2次関数の最⼤値‧最⼩値∕2次関数のグラフと2次⽅程式∕2次関数のグラフと2次不等式∕いろいろな2
次不等式

第6回
単元名 鋭角の三⾓⽐

概要 三⾓形∕タンジェント∕サインとコサイン∕三⾓⽐の利⽤∕三⾓⽐の相互関係

第7回
単元名 三⾓⽐の応用

概要 三⾓形の⾯積∕正弦定理∕余弦定理∕鈍⾓の三⾓⽐∕三⾓⽐の相互関係∕鈍⾓の三⾓⽐の利⽤

第8回

単元名 データの分析

概要
データにもとづいた問題解決の進め⽅∕データの特徴の調べ⽅∕代表値∕四分位数と箱ひげ図∕分散と
標準偏差∕相関関係∕相関係数∕データにもとづく考え⽅

第9回
単元名 関数、三角比

概要 関数について理解を深める。
三角比を利用して応用問題を考える、

⾯接指導計画

単元名 2次方程式、2次関数と三角比

学習到達⽬標
2次方程式を解くことにより計算力をつけさせ、2次方程式の解き方をいくつか理解させる。
展開・因数分解・無理数の計算を通して、計算力をつけさせ、2次関数と三角比が実際どのように生活に生かされている
のかを理解させる。



2026年度　通信教育実施計画

教科 数学 科⽬ 数学A 単位 2単位
面接指導実施

 コマ数
（6割減免後）

2コマ

学習⽬標

数学的な⾒⽅‧考え⽅を働かせ、数学的活動を通して、数学的に考える資質‧能⼒を次のとおり育成することを⽬指す。
 （1） 図形の性質，場合の数と確率についての基本的な概念や原理‧法則を体系的に理解するとともに，数学と⼈間の活
動の関係について認識を深め，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現‧処理したりする技能を⾝に付
けるようにする。
 （2） 図形の構成要素間の関係などに着⽬し，図形の性質を⾒いだし，論理的に考察する⼒，不確実な事象に着⽬し，
確率の性質などに基づいて事象の起こりやすさを判断する⼒，数学と⼈間の活動との関わりに着⽬し，事象に数学の構
造を⾒いだし，数理的に考察する⼒を養う。
 （3） 数学のよさを認識し数学を活⽤しようとする態度，粘り強く 考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度 ，問
題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価‧改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

教科書 東京書籍「新数学A」（数A７０４）

学習⽅法 教科書で学習するレポートを自宅等で学習する。また、⾯接指導や添削指導でより理解を深める。

評価⽅法 5段階評価。添削指導、試験、⾯接指導での評価、観点別評価の実施。

添削課題 単元名および概要

第1回

単元名 場合の数

概要
集合∕集合の要素の個数∕個数の考え⽅∕和の法則と積の法則∕順列∕順列の利⽤∕いろ いろ な順列∕
組合せ∕組合せの利⽤

第2回
単元名 確率

概要 事象と確率∕確率の計算∕排反事象の確率∕余事象の確率 / 独立な試行の確立 / 反復試行の確立 / 
条件つき確率 / 期待値 /

第3回

単元名 平面図形の基礎、三角形の性質

概要
直線と⾓∕多⾓形の⾓∕三⾓形の合同と相似∕基本の作図∕作図の利⽤∕三⾓形と⽐∕三⾓形の重⼼∕
三⾓形の外⼼と内⼼∕⾓の⼆等分線と線分の⽐

第4回
単元名 円の性質、空間図形

概要 円の接続 / 円周角の定理 / 円に内接する四角形 / 接線のつくる角 / 方べきの定理 / 2つの円 / 直
線や平面の位置関係 / 多面体

第5回
単元名 数や位置を表す、はかる、数学で遊ぶ

概要 数を表す∕数の表し⽅のしく み∕2進法∕位置を表す∕約数と倍数∕最⼤公約数と最⼩公倍数∕ユークリッ
ドの互除法∕測る / 量る / 計る

第6回
単元名 計る

概要 暦、うるう年の乗算方法を活用することができる

⾯接指導計画

単元名 １、場合の数と確率（集合・順列・組み合わせ・確率）
２、図形と整数の性質

学習到達⽬標 集合の分野では基本を、順列と組み合わせでは計算方法が理解できるようにする。確率の分野では身近なものから取り
上げて理解させる。図形と角度は定理を覚えさせ、円と角度では基本を重視して理解させる。



2026年度　通信教育実施計画

教科 数学 科⽬ 数学Ｂ 単位 2単位
面接指導実施

 コマ数
（6割減免後）

2コマ

学習⽬標

数学的な⾒⽅‧考え⽅を働かせ、数学的活動を通して、数学的に考える資質‧能⼒を次のとおり育成することを⽬
指す。
 （1） 数列，統計的な推測についての基本的な概念や原理‧法則を体系的に理解するとともに，数学と社会⽣活の関わり
について認識を深め，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現‧処理したりする技能を⾝に付けるように
する。
 （2） 離散的な変化の規則性に着⽬し，事象を数学的に表現し考察する⼒，確率分布や標本分布の性質に着⽬し，⺟集
団の傾向を推測し判断したり，標本調査の⽅法や結果を批判的に考察したりする⼒，⽇常の事象や社会の事象を数学
化し，問題を解決したり，解決の過程や結果を振り返って考察したりする⼒を養う。
 （3） 数学のよさを認識し数学を活⽤しようとする態度，粘り強く 柔軟に考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態
度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価‧改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養
 う。

教科書 東京書籍「数学ＢStandard」（数Ｂ７０２）

学習⽅法 教科書で学習するレポートを自宅等で学習する。また、⾯接指導や添削指導でより理解を深める。

評価⽅法 5段階評価。添削指導、試験、⾯接指導での評価、観点別評価の実施。

添削課題 単元名および概要

第1回
単元名 数列(1)

概要 数列/等差数列/等差数列の和

第2回
単元名 数列(2)

概要 等比数列/等比数列の和

第3回
単元名 数列(3)

概要 和の記号Σ/自然数の累乗の和/和の公式/Σの性質

第4回
単元名 数列（４）

概要 階差数列/階差数列を用いて一般項を表す公式/数列の和と一般項/

第5回
単元名 漸化式と数学的帰納法

概要 漸化式/漸化式と一般項

第6回
単元名 等差数列の和（応用）

概要 等差数列について理解を深める。
等差数列の公式を使い、実際の問題を解くことで考えを深める。

⾯接指導計画

単元名 数列とベクトル

学習到達⽬標 等差数列と等比数列の違いを理解させ、公式で問題が解けるようにする。Σの意味とそれが実際に表計算ソフトで使用
されていることを伝える。階差数列は、考え方を理解できるように簡単な例で示す。



2026年度　通信教育実施計画

教科 理科 科⽬ 科学と⼈間⽣活 単位 2単位
面接指導実施

 コマ数
（6割減免後）

4コマ

学習⽬標

（1） ⾃然と⼈間⽣活との関わり及び科学技術と⼈間⽣活との関わりについての理解を深め，科学的に探究するために必
要な観察，実験などに関する技能を⾝に付けるようにする。
（2） 観察，実験などを⾏い，⼈間⽣活と関連付けて科学的に探究する⼒を養う。
（3） ⾃然の事物‧現象に進んで関わり，科学的に探究しようとする態度を養うとともに，科学に対する興味‧関⼼を⾼める。

教科書 東京書籍「科学と⼈間⽣活」（科⼈７０１）

学習⽅法 教科書で学習するレポートと、メディア視聴で作成する視聴報告書を自宅等で学習する。また、⾯接指導や添削指導でよ
り理解を深める。

評価⽅法 5段階評価。添削指導、試験、⾯接指導での評価、観点別評価の実施。

添削課題 単元名および概要

第1回

単元名 微生物とその利用

概要
身の回りの微生物について学ぶ。
微生物の働きについて学ぶ
発酵のしくみについて学ぶ

第2回

単元名 ヒトの生命現象

概要

免疫の仕組みについて学ぶ
遺伝子とその働きについて学ぶ
視覚について学ぶ
血糖濃度を調節するしくみについて学ぶ

第3回

単元名 衣料と食品

概要

繊維の種類について学ぶ
油脂について学ぶ
でんぷんについて学ぶ
化学繊維について学ぶ
合成繊維について学ぶ

第4回

単元名 材料とその再利用

概要

金属の性質について学ぶ
プラスチックの性質について学ぶ
異なる金属の区別について学ぶ
金属の精錬について学ぶ
さびと防止について学ぶ

第5回

単元名 自然景観と自然災害

概要

移り変わる地球の景観について学ぶ
山地や低地のでき方について学ぶ
火山について学ぶ
地震による災害について学ぶ

第6回

単元名 地球環境

概要
プラスチックの性質について理解を深める。
プラスチックの再生利用について考えを深める。
地球環境からみるプラスチックの在り方について、多角的にものごとを見る力をつける。

⾯接指導計画

単元名 日本列島の成り立ちとプレート
科学の歴史と科学がつくりだした世界

学習到達⽬標 学校内の古い石灰岩を観察させて、新しい琉球石灰岩とできた時代の違いから、地層のでき方や島の成り立ちをプレート
の動きで理解させる。これからの地球の在り方と人類の生活を、どのようにしていくかを考える機会にする。



2026年度　通信教育実施計画

教科 理科 科⽬ 化学基礎 単位 2単位
面接指導実施

 コマ数
（6割減免後）

4コマ

学習⽬標

（1） ⽇常⽣活や社会との関連を図りながら ，物質とそ の変化について理解するとともに，科学的に探究するために必
要な観察，実験などに関する基本的な技能を⾝に付けるようにする。
（2） 観察，実験などを⾏い，科学的に探究する⼒を養う。
（3） 物質とそ の変化に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。

教科書 東京書籍「新編化学基礎」（化基７０２）

学習⽅法 教科書で学習するレポートと、メディア視聴で作成する視聴報告書を自宅等で学習する。また、⾯接指導や添削指導で
より理解を深める。

評価⽅法 5段階評価。添削指導、試験、⾯接指導での評価、観点別評価の実施。

添削課題 単元名および概要

第1回

単元名 物質の成分と構成元素

概要
物質の成分について学ぶ
物質の構成元素について学ぶ
物質の三態について学ぶ

第2回

単元名 原子の構造と元素の周期表

概要
原⼦の構造について学ぶ
電⼦配置と周期表について学ぶ

第3回

単元名 化学結合

概要

イオンとイオン結合について学ぶ
分⼦と共有結合について学ぶ
⾦属と⾦属結合について学ぶ
化学結合と物質の分類について学ぶ

第4回

単元名 物質量と化学反応式

概要

原⼦量‧分⼦量‧式量について学ぶ
物質量について学ぶ
溶液の濃度について学ぶ
化学反応の表し⽅について学ぶ
化学反応式の表す量的関係 について学ぶ

第5回

単元名 酸と塩基

概要

酸と塩基について学ぶ
⽔素イオン濃度とpHについて学ぶ
中和反応と塩の⽣成について学ぶ
中和滴定について学ぶ

第6回
単元名 物質の変化

概要 中和式について理解を深める。
どのような化学反応が起こるのか考える。

⾯接指導計画

単元名 物質の構成、物質量と化学反応式

学習到達⽬標 物質の三態を分子の運動で理解する。簡単な元素記号と化学式・化学反応式の関係を理解する。１～20番目までの元
素記号を覚える。化学反応式を物質量（モル）で理解する。



2026年度　通信教育実施計画

教科 理科 科⽬ ⽣物基礎 単位 2単位
面接指導実施

 コマ数
（6割減免後）

4コマ

学習⽬標

（1） ⽇常⽣活や社会との関連を図りながら ，⽣物や⽣物現象について理解するとともに，科学的に探究するために必
要な観察，実験などに関する基本的な技能を⾝に付けるようにする。
（2） 観察，実験などを⾏い，科学的に探究する⼒を養う。
（3） ⽣物や⽣物現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度と，⽣命を尊重し，⾃然環境の保全に寄与する
態度を養う。

教科書 東京書籍「新編⽣物基礎」（⽣基７０２）

学習⽅法 教科書で学習するレポートと、メディア視聴で作成する視聴報告書を自宅等で学習する。また、⾯接指導や添削指導で
より理解を深める。

評価⽅法 5段階評価。添削指導、試験、⾯接指導での評価、観点別評価の実施。

添削課題 単元名および概要

第1回

単元名 ⽣物の特徴

概要

細胞の特徴について学ぶ
⽣体とATPについて学ぶ
酵素のはたらきについて学ぶ
呼吸と光合成について学ぶ

第2回

単元名 遺伝⼦とそのはたらき

概要

⽣物と遺伝⼦について学ぶ
DNAの構造について学ぶ
DNAの複製と分配について学ぶ
タンパク質について学ぶ
タンパク質と遺伝情報について学ぶ
細胞の分化と遺伝⼦について学ぶ

第3回

単元名 ヒトの体を調節するしくみ

概要

体内環境について学ぶ
神経系による情報伝達について学ぶ
内分泌系による情報伝達について学ぶ
⾎糖濃度の調節について学ぶ

第4回

単元名 ヒトの体の調節

概要
免疫のしくみについて学ぶ
免疫の応⽤について学ぶ
免疫とさまざまな疾患について学ぶ

第5回

単元名 植生と遷移

概要
⾝のまわりの植⽣について学ぶ
植⽣の遷移について学ぶ
遷移とバイオームについて学ぶ

第6回

単元名 ⽣物の多様性と⽣態系

概要
⽣態系における種多様性について理解する。
⽣態系のバランス、⽣態系の保全の重要性について知る。
⽣態系における⽣物間の関係について理解を深める。

⾯接指導計画

単元名 生物の多様性と共通性

学習到達⽬標 メンデルの遺伝の法則から説明し、人の遺伝がどのようにはたらいているのかを理解させ、次回のDNAの説明に繋げ
る。沖縄の生物を紹介して、絶滅危惧種などを伝える。



2026年度　通信教育実施計画

教科 理科 科⽬ 地学基礎 単位 2単位
面接指導実施

 コマ数
（6割減免後）

4コマ

学習⽬標

（1） ⽇常⽣活や社会との関連を図りながら ，地球や地球を取り巻く 環境について理解するとともに，科学的に探究する
ために必要な観察，実験などに関する基本的な技能を⾝に付けるようにする。
 （2） 観察，実験などを⾏い，科学的に探究する⼒を養う。
 （3） 地球や地球を取り巻く 環境に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度と，⾃然環境の保全に寄与する態度
を養う。

教科書 東京書籍「地学基礎」（地基７０１）

学習⽅法 教科書で学習するレポートと、メディア視聴で作成する視聴報告書を自宅等で学習する。また、⾯接指導や添削指導で
より理解を深める。

評価⽅法 5段階評価。添削指導、試験、⾯接指導での評価、観点別評価の実施。

添削課題 単元名および概要

第1回

単元名 私たちの⼤地

概要

地球の形と⼤きさ
地球の構造
地球内部の動きとプレート
⼤地形の形成と地質構造
地震の発生
日本列島付近で起こる地震

第2回

単元名 私たち の空と海

概要

地球⼤気の構造
地球の⼤気で起こる現象
放射と地球全体の熱収⽀
⼤気や海⽔の運動の原因
⼤気の⼤循環
海洋の構造
海洋の表層循環
海⽔とその運動

第3回

単元名 私たちの宇宙の誕⽣

概要

宇宙の誕⽣と進化
天の川銀河
太陽の誕生
太陽系の誕⽣
太陽系の構成
太陽の特徴
地球の特徴
小惑星探査機

第4回

単元名 私たち の地球の歴史

概要

地層の形成
地層から わかる情報
先カンブリア時代 
古⽣代
中⽣代
新⽣代

第5回

単元名 地球に⽣きる私たち

概要

⽇本の⾃然環境の特徴
⽇本の⾃然の恵み
自然科学の観点からの防災
地球環境の考え⽅
⾃然環境の変化
⼈間活動による⾃然環境の変化
世界の取り組み
代替エネルギー

第6回

単元名 地球温暖化

概要
地球温暖化について理解を深める。
地球温暖化対策について考える。
地球温暖化が人々の暮らしに与える影響について考える。

⾯接指導計画



単元名

【１編　私たちの大地】
第1章　大地とその動き
　第１節　地球の形と大きさ
　第２節　地球の内部構造
　第３節地球内部の動きとプレート
第２章　地震
　第１節　地震の発生
　第２節　日本列島付近で起こる地震
第3章　火山活動
　第１節　火山噴火の多様性
　第3節　火山の分布とマグマの発生
【日本の転記と気象災害】
第４章　日本の転記と気象災害
　第２節　季節の特徴と気象災害

 学習到達⽬標

地球の内部構造や成り立ちについて学ぶことで、地球上で発生するさまざまな自然現象の仕組みに対する理解を深め、
日常生活に活用できる知識を習得する。また、学校所在地である沖縄県において最も発生頻度の高い自然災害である
台風について、その発生メカニズムを理解することにより、沖縄県の自然環境への興味・関心を高めるとともに、災害の
予測や防災意識の向上を図り、日頃から災害への備えについて主体的に考える態度を養う。



2026年度　通信教育実施計画

教科 保健体育 科目 体育α 単位 3単位
面接指導実施

 コマ数
（6割減免後）

6 コマ

学習目標

体育の見方・考え方を働かせ、多様な運動の基礎を経験し、自己の適性や課題を発見する学習過程を通して、心と体を
一体として捉え、豊かなスポーツライフを継続するための基礎的な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
 (1) 各種の運動の特性に応じた基本的な技能及び社会生活における健康・安全について理解するとともに,技能を身に
付けるようにする。
 (2) 自己の運動における自己の課題を発見し、その解決のための基本的な手順を思考・判断し、他者と情報を共有する
力を養う。
 (3) スポーツの多様な関わり方を通して、豊かな生活を創造しようとする態度、健康・体力を維持増進する態度を養う。

教科書 大修館書店「現代高等保健体育 改訂版」（保体 050-901）

学習方法 教科書で学習するレポートと、メディア視聴で作成する視聴報告書を自宅等で学習する。また、⾯接指導や添削指導で
より理解を深める。

評価方法 5段階評価。添削指導、試験、⾯接指導での評価、観点別評価の実施。

添削課題 単元名および概要

第 1 回

単元名 スポーツの発祥と発展

概要
スポーツの始まりと発展
近代スポーツから国際スポーツへ
文化としてのスポーツ

第 2 回

単元名 スポーツの発祥と発展（２）

概要
オリンピックとパラリンピックの意義
スポーツと経済
スポーツ産業の拡大

第3回

単元名 スポーツの高潔さとドーピング

概要
スポーツの高潔さについて考える。
ドーピングの影響について理解を深める。
スポーツと環境について理解を深める。

面接指導計画

単元名 体育編　3単元　生涯スポーツの見方・考え方

 学習到達目標 平均寿命が約80年を超える超高齢社会となり豊かな生活の質を積極的に求めていくレジャー社会を生きていく上で必要
な身体的側面、精神的側面、社会的側面の変化の特徴に応じて楽しめる生涯スポーツを実践する。



2026年度　通信教育実施計画

教科 保健体育 科目 体育β 単位 2 単位
面接指導実施

 コマ数
（6割減免後）

4 コマ

学習目標

体育の見方・考え方を働かせ、自他やチームの課題を分析し、合理的・計画的に解決する学習過程を通して、心と体を
一体として捉え、自己の状況に応じて体力が向上するよう、発展的な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
 (1) 運動の特性に応じた一連の技能を安定して発揮できるようにするとともに、社会生活における健康・安全の重要性を
具体的に理解する。
 (2) 自他の運動や健康に関する複雑な課題に対して、解決策を比較検討し、状況に応じた適切な判断を下すとともに、
具体的に伝える力を養う。
 (3) 運動に親しむ意欲を持ち、集団の中での役割を果たすなど、主体的に学習に取り組む態度を養う。

教科書 大修館書店「現代高等保健体育 改訂版」（保体 050-901）

学習方法 教科書で学習するレポートと、メディア視聴で作成する視聴報告書を自宅等で学習する。また、⾯接指導や添削指導で
より理解を深める。

評価方法 5段階評価。添削指導、試験、⾯接指導での評価、観点別評価の実施。

添削課題 単元名および概要

第 1 回
単元名 運動、スポーツの学び方

概要 運動、スポーツにおける技能と体力の関係
スポーツにおける技術と戦術

第 2 回

単元名 技能の上達過程と練習、体力トレーニング

概要
技能の定着について考える。
スランプについて理解を深める
トレーニングについて理解を深める。

面接指導計画

単元名 体育編　3単元　生涯スポーツの見方・考え方

 学習到達目標 平均寿命が約80年を超える超高齢社会となり豊かな生活の質を積極的に求めていくレジャー社会を生きていく上で必要
な身体的側面、精神的側面、社会的側面の変化の特徴に応じて楽しめる生涯スポーツを実践する。



2026年度　通信教育実施計画

教科 保健体育 科目 体育γ 単位 2 単位
面接指導実施

 コマ数
（6割減免後）

４コマ

学習目標

体育の見方・考え方を働かせ、自己に最適なスポーツの実践方法を確立する学習過程を通して、心と体を一体として捉
え、生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続し、明るく活力ある生活を営むための社会参画を見据えた資質・能力を
次のとおり育成することを目指す。
 (1) 生涯にわたって、親しむことができる特定の技能を洗練させ、健康・安全を自己管理するための高度な知識と技能を
身に付ける。
 (2) 社会におけるスポーツの役割や健康課題を広い視野で捉え、持続可能な解決方法を主体的に思考・判断し、他者と
合意形成を図る力を養う。
 (3) 生涯にわたって、継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し,明るく豊かで活力ある生活
を営む態度を養う。

教科書 大修館書店「現代高等保健体育 改訂版」（保体 050-901）

学習方法 教科書で学習するレポートと、メディア視聴で作成する視聴報告書を自宅等で学習する。また、⾯接指導や添削指導で
より理解を深める。

評価方法 5段階評価。添削指導、試験、⾯接指導での評価、観点別評価の実施。

添削課題 単元名および概要

第 1 回

単元名 生涯スポーツの見方・考え方、ライフスタイルに応じたスポーツ

概要
社会の変化とスポーツの役割
ライフステージに対応したスポーツの楽しみ方
いろいろなスポーツライフスタイル

第 2 回

単元名 スポーツを推進する取り組み、豊かなスポーツライフの創造

概要

日本と諸外国の取り組の違いを理解する。
日本のスポーツ推進の取り組みについて理解を深める。
スポーツ推進について考える。
スポーツライフの創造を通じて豊かな発想力を養う。

面接指導計画

単元名 体育編　3単元　生涯スポーツの見方・考え方

 学習到達目標 平均寿命が約80年を超える超高齢社会となり豊かな生活の質を積極的に求めていくレジャー社会を生きていく上で必要
な身体的側面、精神的側面、社会的側面の変化の特徴に応じて楽しめる生涯スポーツを実践する。



2026年度　通信教育実施計画

教科 保健体育 科⽬ 保健 単位 2単位
面接指導実施

 コマ数
（6割減免後）

2コマ

学習⽬標

保健の⾒⽅‧考え⽅を働かせ、合理的、計画的な解決に向けた学習過程を通して、⽣涯を通じて⼈々が⾃らの健康や環
境を適切に管理し、改善していく ための資質‧能⼒を次のとおり育成する。
 （1） 個⼈及び社会⽣活における健康‧安全について理解を深めるとともに、技能を⾝に付けるようにする。
 （2） 健康についての⾃他や社会の課題を発⾒し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとともに、⽬的や状
況に応じて他者に伝える⼒を養う。
 （3） ⽣涯を通じて⾃他の健康の保持増進やそ れを⽀える環境づく りを⽬指し、明るく 豊かで活⼒ある⽣活を営む態度
を養う。

教科書 大修館書店「現代高等保健体育 改訂版」（保体 050-901）

学習⽅法 教科書で学習するレポートを自宅等で学習する。また、⾯接指導や添削指導でより理解を深める。

評価⽅法 5段階評価。添削指導、試験、⾯接指導での評価、観点別評価の実施。

添削課題 単元名および概要

第1回

単元名 現代社会と健康(1)

概要
体の中をのぞいてみる / 人々の健康を支える社会的取り組み / 健康増進に貢献する活動 / 健康の
考え⽅と成り⽴ち∕私たちの健康のすがた∕⽣活習慣病の予防と回復∕がんの原因と予防∕がんの治療
と回復∕運動と健康∕⾷事と健康∕休養‧睡眠と健康

第2回
単元名 現代社会と健康(2)

概要 飲酒と健康 / 薬物乱⽤と健康∕精神疾患の特徴∕精神疾患の予防∕精神疾患からの回復∕現代の感染
症∕感染症の予防∕性感染症‧エイズとその予防

第3回
単元名 安全な社会⽣活

概要 交通における安全∕応急⼿当の意義とその基本∕⽇常的な応急⼿当∕⼼肺蘇⽣法

第4回
単元名 ⽣涯を通じる健康(1)

概要 性意識と性⾏動の選択∕妊娠‧出産と健康∕避妊法と⼈⼯妊娠中絶 / 結婚⽣活と健康∕中⾼年期と健
康

第5回
単元名 ⽣涯を通じる健康(2)、健康を支える環境づくり

概要 働くことと健康∕労働災害と健康∕健康的な職業⽣活 / ⼤気汚染と健康∕⽔質汚濁，⼟壌汚染と健康∕
環境と健康にかかわる対策

第6回
単元名 現代社会と健康、安全な社会生活

概要 生活習慣病の予防と回復 / 安全な社会の形成

⾯接指導計画

単元名 「健康のとらえ方（考え方と成り立ち）」「飲酒と健康」「現代の感染症」「心肺蘇生法」「性意識と性行動の選択」「医薬品と
健康」「水質汚濁」

学習到達⽬標

 〇心身ともに健康であるために必要なことを学習する。
 〇日常生活において、薬、水、お酒、煙草、また、性についてまで、漠然とした知識での対応が、習慣化していると考えら
れる。正しい知識を学び、身につけるための学習をする。
 〇心身共に「健康」であるために、必要なことを自身の生活習慣を振り返りながら学習する。



2026年度　通信教育実施計画

教科 芸術 科⽬ 書道Ⅰ 単位 2単位
面接指導実施

 コマ数
（6割減免後）

4コマ

学習⽬標

書写は国語、正しく整えて書く力をつける。
書道は芸術、作者の表現物であり鑑賞の対象となることを伝え、２回の授業で自己表現にまでチャレンジすることをイ
メージさせる。
書き慣れた平仮名ではなく、手本をよく見て、字形を取る。
古典とは違う、多様な書の表現を味わう。

教科書 東京書籍　書道Ⅰ（東書002-901）

学習⽅法 教科書で学習するレポートと、メディア視聴で作成する視聴報告書を自宅等で学習する。また、⾯接指導や添削指導で
より理解を深める。

評価⽅法 5段階評価。添削指導、試験、⾯接指導での評価、観点別評価の実施。

添削課題 単元名および概要

第1回

単元名 書写から書道へ

概要
書写について
用具・用材
姿勢・執筆法

第2回
単元名 漢字の書（１）

概要 漢字の成立と変遷
楷書の特徴

第3回
単元名 漢字の書（２）

概要 行書の特徴
行書の作品

第4回

単元名 漢字の書（３）

概要
草書について
隷書の成立
篆書について

第5回
単元名 仮名の書

概要 仮名について
仮名の作品

第6回
単元名 漢字仮名交じりの書の創作活動

概要 歌詞を用いて、メロディーや風景を想像する。
自分で想像したものを使って、表現を工夫しながら草稿を仕上げる。

⾯接指導計画

単元名 ホップ、ステップ、ジャンプで書による自己表現にチャレンジ！

学習目標 書き重ねることで筆に慣れ、字が変化していくことを体感する
 好きなことばを自由に書くことで、自分の書に愛着、自信がもてるようになる



2026年度　通信教育実施計画

教科 芸術 科⽬ 美術Ⅰ 単位 2単位
面接指導実施

 コマ数
（6割減免後）

4コマ

学習⽬標

美術の幅広い創造活動を通して、造形的な⾒⽅‧考え⽅を働かせ、美的体験を重ね、⽣活や社会の中の美術や美術⽂
化と幅広く 関わる資質‧能⼒を次のとおり育成することを⽬指す。
 （1 ） 対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深めるとともに、意図に応じて表現⽅法を創意⼯夫し、創造的
に表すことができるようにする。
 （2 ） 造形的なよさや美しさ、表現の意図と創意⼯夫、美術の働きなどについて考え、主題を⽣成し創造的に発想し構想
を練ったり、価値意識をもって美術や美術⽂化に対する⾒⽅や感じ⽅を深めたりすることができるようにする。
 （3 ） 主体的に美術の幅広い創造活動に取り組み、⽣涯にわたり美術を愛好する⼼情を育むとともに、感性を⾼め、美
術⽂化に親しみ、⼼豊かな⽣活や社会を創造していく 態度を養う。

教科書 日本文教出版「高校美術」（美Ⅰ703）

学習⽅法 教科書で学習するレポートと、メディア視聴で作成する視聴報告書を自宅等で学習する。また、⾯接指導や添削指導で
より理解を深める。

評価⽅法 5段階評価。添削指導、試験、⾯接指導での評価、観点別評価の実施。

添削課題 単元名および概要

第1回
単元名 絵画

概要 線や面で捉えて描こう

第2回
単元名 絵画 表現・鑑賞

概要 配置と構図で語る

第3回
単元名 絵画 表現・鑑賞

概要 身近な風景を描く

第4回
単元名 絵画 表現・鑑賞

概要 内面を見つめて

第5回
単元名 色彩・美術史

概要 色彩の仕組み / 西洋の美術史

第6回
単元名 デザイン

概要 プスターデザイン

⾯接指導計画

単元名  沖縄の造形に取り組み「これでいい」を体感する



2026年度　通信教育実施計画

教科 外国語 科⽬ 英語コミュニケーションⅠ 単位 3単位
面接指導実施

 コマ数
（6割減免後）

5コマ

学習⽬標

（1） 外国語の⾳声や語彙，表現，⽂法，⾔語の働きなどの理解を深めるとともに，これら の知識を，聞く こと，読むこと，話すこと，
書く ことによる実際のコミュニケーションにおいて，⽬的や場⾯，状況などに応じて適切に活⽤できる技能を⾝に付けるようにする。
 （2） コミュニケーションを⾏う⽬的や場⾯，状況などに応じて，⽇常的な話題や社会的な話題について，外国語で情報や考えなどの
概要や要点，詳細，話し⼿や書き⼿の意図などを的確に理解したり，これら を活⽤して適切に表現したり伝え合ったりすることがで
きる⼒を養う。
 （3） 外国語の背景にある⽂化に対する理解を深め，聞き⼿，読み⼿，話し⼿，書き⼿に配慮しながら ，主体的，⾃律的に外国語を
⽤いてコミュニケーションを図ろ うとする態度を養う。

教科書 東京書籍「All Aboard!English CommunicationⅠ」（英コミⅠ）901

副教材 東京書籍「All Aboard!English CommunicationⅠ　WORKBOOK

学習⽅法 教科書とワークブックで学習するレポートと、メディア視聴で作成する視聴報告書を自宅等で学習する。また、⾯接指導や添削指導
でより理解を深める。

評価⽅法 5段階評価。添削指導、試験、⾯接指導での評価、観点別評価の実施。

添削課題 単元名および概要

第1回

単元名 Warm-Up∕【Pre-Lesson 1】My name is Ito Neko∕【Pre-Lesson 2】I Like Junk Food!  / 英文のしくみ / 【Lesson 1】
Breakfast around the World / 【Lesson 2】Australia’s Cute Quokkas / 文法のまとめ1

概要

be動詞 ∕ ⼀般動詞∕過去形 / 進行形 / 否定文と疑問文 / 主語＋動詞、主語＋動詞＋補語、主語＋動詞＋目的
語
 ・英語で⾃⼰紹介をする。
 ・世界の朝食について知り、理解することができる。
 ・好きな⾷べ物について、英語で説明することができる。
 ・オーストラリアの生き物であるクオッカと彼らの安全をためのルールを理解する。
 ・好きな動物について、英語で説明することができる。

第2回

単元名 【Lesson3】Life with Spade∕Communication2 / Let’s Listen1

概要
助動詞 / 道案内 / 友達との約束
 ・流鏑馬を通して愛馬、スペードとの絆を深める布施さんのインタビューを聞き絆を感じる瞬間について考える
 ・出かける場所の予定について、英語で説明することができる。

第3回

単元名 【Lesson 4】A Miracle Mirror / 英文Eメールの書き方 / Extra Target1

概要
to 不定詞 /英文Eメール / 人物当てクイズ
 ・ウユニ塩湖を訪れた感想のメールを読み魅力を知る。
 ・訪れてみたい場所について、英語で説明することができる。

第4回

単元名 【Lesson 5】A Dream Engine / Let’s Listen2 / 英文のしくみ2 / 文法のまとめ2 / 【Reading1】Short Stories in 
English / Extra Target2

概要

動名詞 / 車内アナウンス / 主語＋動詞＋目的語＋目的語 / 助動詞 / to 不定詞 / 接続詞 / ○○が…するのを
見た
 ・高校のユニークな取り組みを通して、挑戦することの大切さを知る。
 ・将来の夢について、英語で説明することができる。
 ・英語の短い話を読んで、意味・面白さを理解する。

第5回

単元名 【Lesson 6】A Funny Picture from the Edo Period∕【Lesson 7】A Diary of Hope

概要

受け⾝ / 比較表現
 ・江戸時代に歌川国芳が描いた作品のスピーチを聞き、現代の日本の漫画文化の関連性について考える。
 ・自分の好きな絵について、英語で説明することができる。
 ・アンネ・フランクについてのプレゼンテーションを聞き、彼女の人生、生きることについて考える。
 ・自分に影響を与えた人物について、英語で説明することができる。

第6回

単元名 【Lesson 7】A Diary of Hope

概要
比較表現
 ・アンネ・フランクについてのプレゼンテーションを聞き、彼女の人生、生きることについて考える。
 ・自分に影響を与えた人物について、英語で説明することができる。

第7回

単元名 【Lesson 8】A Door to a New Life / Communication3 / 英文のしくみ3 / 文法のまとめ3

概要

名詞を後ろ から 説明する分詞 / フリーマーケットで買い物 / 主語＋動詞＋目的語＋補語 / 受け身 / 比較表現 / 
完了形
 ・ロボットカフェからの中継を聞き、ロボットができることを理解し、これからの活躍について考える。
 ・ロボットの活用について自分の意見を、英語で述べることができる。

第8回

単元名
【Lesson 9】Ghost in the Oceans

概要
関係代名詞
 ・ゴーストギアについて知り、環境汚染について何ができるか考える。
 ・地域の環境問題に対する取り組みを、英語で説明することができる。

第9回
単元名 思い出に残っている経験を英語で書こう

概要 過去形
 ・過去形を使って思い出に残っている経験を書くことができる。

⾯接指導計画

単元名

 比較級・最上級
 A Diary of Hope
 動詞の過去形

学習到達⽬標 今後更に広がるであろう、日本の国際化にむけて、多言語(英語)を学ぶことへの苦手意識をなくし、授業に積極的に取り組むことが
できる。



2026年度　通信教育実施計画

教科 外国語 科⽬ 英語コミュニケーションⅡ 単位 4単位
面接指導実施

 コマ数
（6割減免後）

7コマ

学習⽬標

（1） 外国語の⾳声や語彙，表現，⽂法，⾔語の働きなどの理解を深めるとともに，これら の知識を，聞く こと，読むこと，話すこと，
書く ことによる実際のコミュニケーションにおいて，⽬的や場⾯，状況などに応じて適切に活
 ⽤できる技能を⾝に付けるようにする。
 （2） コミュニケーションを⾏う⽬的や場⾯，状況などに応じて，⽇常的な話題や社会的な話題について，外国語で情報や考えなどの
概要や要点，詳細，話し⼿や書き⼿の意図などを的確に理解したり，これら を活⽤して適切に表現したり伝え合ったりすることがで
きる⼒を養う。
 （3） 外国語の背景にある⽂化に対する理解を深め，聞き⼿，読み⼿，話し⼿，書き⼿に配慮しながら ，主体的，⾃律的に外国語を
⽤いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

教科書 東京書籍「All Aboard! English Communication Ⅱ」（英コミⅡ）701

副教材 東京書籍「All Aboard! English Communication Ⅱ」　WORKBOOK

学習⽅法 教科書とワークブックで学習するレポートと、メディア視聴で作成する視聴報告書を自宅等で学習する。また、⾯接指導や添削指導
でより理解を深める。

評価⽅法 5段階評価。添削指導、試験、⾯接指導での評価、観点別評価の実施。

添削課題 単元名および概要

第1回

単元名 【Pre-Lesson】My Plans for This Year∕【Lesson 1】A Colorful Island

概要

関係代名詞（What）
 ・今年やってみたいことについて、英語で説明することができる。
 ・ブラーノ島に行ったSNSの報告を読み、現地の魅力を知る。
 ・海外で行ってみたい場所について、英語で説明することができる。

第2回

単元名 【Lesson 2】With the Beatles

概要
比較表現
 ・サムとDJの会話聞きビートルズについて知り、音楽の持つ魅力を感じる。
 ・世代を超えて人気のある人物について、英語で説明することができる。

第3回

単元名 【Lesson 3】Wild Men / 文法のまとめ1

概要
Itの用法 / 関係代名詞（what）/ 比較表現
 ・世界の衣装について知り、なぜそれを着用するのかを理解する。
 ・身近な行事について、英語で説明することができる。

第4回

単元名 【Lesson 4】Little Hero

概要
関節疑問文
 ・ハチドリについての紹介、民話を読み諦めないことの大切さを学ぶ。
 ・自分の好きな物語について、英語で紹介することができる。

第5回

単元名 【Lesson 5】Special Makeup in Kabuki

概要
to 不定詞を含む表現
 ・日本の伝統文化である歌舞伎について理解する。
 ・日本の伝統文化について、英語で説明することができる。

第6回

単元名 【Reading 1】Mujina /文法のまとめ2 /   【Lesson 6】Seeds for Future Generations

概要

動詞の目的語になるif節 / 間接疑問文 / to不定詞を含む表現 / 動詞の形と「時」の関係
 ・物語の登場人物の感情を考え読むことができる。
 ・伝統野菜を未来に引き継ぐための活動を理解する。
 ・地元で有名な場所やものについて、英語で説明することができる。

第7回

単元名 【Lesson 7】Over the Wall

概要
関係副詞：where, when
 ・Over the Wallに関しての文章を読み、自分が挑戦したいことについて考える。
 ・世界の人々と交流する方法ついて考え、英語で説明することができる。

第8回

単元名 【Lesson 8】Inspiration from Nature / 文法のまとめ3

概要
知覚動詞 / 動詞の目的語になるif節 /関係副詞：where, when
 ・自然界のデザインをヒントにして作られた製品について知る。
 ・自然界のデザインをヒントにして作られた製品について調べ、英語で説明することができる。

第9回

単元名 【Lesson 9】The Bitter Truth behind Chocolate

概要
使役動詞
 ・チョコレートをめぐる社会問題について知る。
 ・チョコレートをめぐる社会問題について自分の意見を、英語で述べることができる。

第10回

単元名 【Lesson 10】Fighting Angel

概要
分詞構文
 ・ナイチンゲールについての話を読み人を助けることの大切さを知る。
 ・人を助ける職業について調べ、英語で発表することができる。

第11回
単元名 【Reading 2】Bear's Pie / Word Box5 / Tool Box Plus

概要 ・物語の結末を想像しながら英語でお話を読む
 ・日常生活や会話で活用できる単語を知る。

第12回
単元名 ピクトグラムについて説明しよう

概要 ・日常で見かけるピクトグラムについて、英語で説明することができる。

⾯接指導計画

単元名

Lesson2 With the Beatles ＜ビートルズと共に＞
Lesson４ Little hero ＜ハチドリのしずく＞
Extra Target 1 ずっと…し続けています
Extra Target 2 〇〇ならいいのに…
テスト対策

学習到達⽬標

a.文法及び必要単語の過去形をしっかり理解する。
b.日本語をよみ表現を正しく使い分けられる。
a.本文の内容を理解し、要約することができる。
b. 比較表現を正しく使い分けられる
a.本文の内容を理解し、要約することができる。
b.間接疑問文を使った表現を正しく使い分けられる。
a.テストに出題される問題の傾向を知る。
b.学習してきた単元の単語について復習し、用いた文を作成。
c.目的を述べる会話文のニュアンスを理解する。



2026年度　通信教育実施計画

教科 外国語 科⽬ 論理‧表現Ⅰ 単位 2単位
面接指導実施

 コマ数
（6割減免後）

4コマ

学習⽬標

（1） 外国語の⾳声や語彙，表現，⽂法，⾔語の働きなどの理解を深めるとともに，これら の知識を，聞く こと，読むこと，
話すこと，書く ことによる実際のコミュニケーションにおいて，⽬的や場⾯，状況などに応じて適切に活
 ⽤できる技能を⾝に付けるようにする。
（2） コミュニケーションを⾏う⽬的や場⾯，状況などに応じて，⽇常的な話題や社会的な話題について，外国語で情報や
考えなどの概要や要点，詳細，話し⼿や書き⼿の意図などを的確に理解したり，これらを活⽤して適切に表現したり伝え
合ったりすることができる⼒を養う。
（3） 外国語の背景にある⽂化に対する理解を深め，聞き⼿，読み⼿，話し⼿，書き⼿に配慮しながら ，主体的，⾃律的
に外国語を⽤いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

教科書 東京書籍「NEW FAVORITE English Logic and ExpressionⅠ」（論Ⅰ9０１）

副教材 東京書籍「NEW FAVORITE English Logic and ExpressionⅠ」　WORKBOOK

学習⽅法 教科書とワークブックで学習するレポートと、メディア視聴で作成する視聴報告書を自宅等で学習する。また、⾯接指導
や添削指導でより理解を深める。

評価⽅法 5段階評価。添削指導、試験、⾯接指導での評価、観点別評価の実施。

添削課題 単元名および概要

第1回

単元名 【Unit 1 Lesson 1】初めての⾷事∕【Lesson 2】道に迷う∕【Lesson 3】⼈物紹介

概要
褒めることができる、勧めることができる、断ることができる
提案することができる、依頼することができる、道順を説明することができる
身近な人を紹介することができる、注意を引くことができる

第2回

単元名 【Unit 1 Lesson 4】体調が悪い / 【Lesson 5】買い物∕【Lesson 6】⾏ってみたい場所

概要
体調を伝えることができる、体調を尋ねることができる、指示・アドバイスをすることができる
描写することができる、相づちを打つことができる
希望を述べることができる、理由を述べることができる

第3回

単元名 【Unit 1 Lesson 7】イベントに誘われる / 【Lesson 8】スクールカウンセラーに相談 / 【Lesson 9】お気に
入りを紹介

概要

誘うことができる、誘いを受けることができる、誘いを断ることができる
状況を説明することができる、手助けを申し出ることができる、助言・提案をすることができる、お礼や感
謝を伝えることができる
映画や本のあらすじを要約したり、登場人物などを紹介したりすることができる、感想や批評を述べるこ
とができる

第4回

単元名 【Unit 1 Lesson 10】待ち合わせに遅刻 / 【Lesson 11】家庭でのディスカッション / 【Lesson 12】英字新
聞に投稿

概要
相手に謝ることができる、相手を許すことができる、相手を励ますことができる
共感を述べることができる、残念な気持ちを述べることができる、解決策を提案することができる
要望や主張を述べることができる、理由を述べることができる

第5回

単元名 【Unit 2 Lesson 1】クラスでディベート① / 【Lesson 2】クラスでディベート② / 【Lesson 3】経験談のス
ピーチ / 【Lesson 4】遊びやスポーツを紹介

概要

理由を述べることができる、例を挙げることができる
相手の意見に反駁することができる、相手の意見を引用することができる
できごとを生き生きと描写することができる、経験からアドバイスをすることができる
ルールや手順を順序立てて説明することができる、聞き手の知識に合わせて説明することができる

第6回
単元名 イラストの人物について説明しよう

概要 現在進行形を使ってイラストの人物が行っていることがらについて説明することができる
日本語と英語の表現の違いについて考えることができる

⾯接指導計画

単元名 Lesson10　待ち合わせ場所に遅刻

学習到達⽬標 今後更に広がるであろう、日本の国際化にむけて、多言語(英語)を学ぶことへの苦手意識をなくし、授業に積極的に取り
組むことができる。



2026年度　通信教育実施計画

教科 家庭 科⽬ 家庭総合 単位 4単位
面接指導実施

 コマ数
（6割減免後）

4コマ

学習⽬標

⽣活の営みに係る⾒⽅‧考え⽅を働かせ、実践的‧体験的な学習活動を通して、様々な⼈々と協働し、よりよい社会の構
築に向けて、男⼥が協⼒して主体的に家庭や地域の⽣活を創造する資質‧能⼒を次のとおり育成することを⽬指す。
 （1） ⼈の⼀⽣と家族‧家庭及び福祉、⾐⾷住、消費⽣活‧環境などについて、⽣活を主体的に営むために必要な科学的
な理解を図るとともに、そ れら に係る技能を体験的‧総合的に⾝に付けるようにする。
 （2） 家庭や地域及び社会における⽣活の中から 問題を⾒いだして課題を設定し、解決策を構想し、実践を評価‧改善
し、考察したことを科学的な根拠に基づいて論理的に表現するなど、⽣涯を⾒通して課題を解決する⼒を養う。
 （3） 様々な⼈々と協働し、よりよい社会の構築に向けて、地域社会に参画しようとするとともに、⽣活⽂化を継承
 し、⾃分や家庭、地域の⽣活の充実向上を図ろうとする実践的な態度を養う。

教科書 東京書籍 家庭総合 自立・共生・創造（家総002-901）

学習⽅法 教科書で学習するレポートと、メディア視聴で作成する視聴報告書を自宅等で学習する。また、⾯接指導や添削指導で
より理解を深める。

評価⽅法 5段階評価。添削指導、試験、⾯接指導での評価、観点別評価の実施。

添削課題 単元名および概要

第1回

単元名 生涯を見通す

概要

発達段階について学ぶ
生涯発達のライフステージについて学ぶ
青年期の課題について学ぶ
目標をもって生きるについて学ぶ

第2回

単元名 人生をつくる

概要
人生をつくるについて学ぶ
家族・家庭を見つめる
これからの家庭生活と社会

第3回

単元名 子どもと共に育つ

概要

命を育むについて学ぶ
子どもの育つ力について学ぶ
子どもと関わるについて学ぶ
子どもとの触れ合いから学ぶについて学ぶ
これからの保育環境について学ぶ

第4回

単元名 超高齢社会を共に生きる、共に生き、共に支える

概要

超高齢・大衆長寿社会を迎えてについて学ぶ
高齢期の心身の特徴について学ぶ
これからの超高齢社会について学ぶ
私たちの生活と福祉
社会保障の考え方について学ぶ。
共に生きるについて学ぶ

第5回

単元名 食生活をつくる

概要

食生活の課題について考える
食事と栄養・食品について学ぶ
食品の選択と安全について学ぶ
調理の基礎について学ぶ
食生活の文化と知恵について学ぶ
これからの食生活について学ぶ

第6回

単元名 ⾐⽣活をつくる

概要

被服の役割を考える
被覆を入手する
被覆を管理する
衣生活の文化と知恵について学ぶ
これからの衣生活

第7回

単元名 経済生活を営む

概要

情報の収集・比較と意思決定
購入・支払いのルールと方法
消費者の権利と責任
傷害の経済生活を見通す
家計をマネジメントする
これからの経済生活

第8回

単元名 食生活をつくる

概要 食品自給率について理解を深める
食品ロスについて考える

⾯接指導計画

単元名 

学習到達⽬標



2026年度　通信教育実施計画

教科 情報 科⽬ 情報Ⅰ 単位 2単位
面接指導実施

 コマ数
（6割減免後）

2コマ

学習⽬標

情報に関する科学的な⾒⽅‧考え⽅を働かせ、情報技術を活⽤して問題の発⾒‧解決を⾏う学習活動を通して、問題の
発⾒‧解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に活⽤し、情報社会に主体的に参画するための資質‧能⼒を次の
とおり育成することを⽬指す。
 （1） 効果的なコミュニケーションの実現、コンピュータやデータの活⽤について理解を深め技能を習得するとともに、情
報社会と⼈との関わりについて理解を深めるようにする。
 （2） 様々な事象を情報とそ の結び付きとして捉え、問題の発⾒‧解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に活
⽤する⼒を養う。
 （3） 情報と情報技術を適切に活⽤するとともに、情報社会に主体的に参画する態度を養う。

教科書 東京書籍「新編情報Ⅰ」（情Ⅰ9０１）

学習⽅法 教科書で学習するレポートと、メディア視聴で作成する視聴報告書を自宅等で学習する。また、⾯接指導や添削指導で
より理解を深める。

評価⽅法 5段階評価。添削指導、試験、⾯接指導での評価、観点別評価の実施。

添削課題 単元名および概要

第1回
単元名 情報で問題を解決する（1）

概要 情報とメディアの特性
問題解決の流れ

第2回

単元名 情報を伝える（2）

概要

発想法
情報モラル
個人情報の流出
傷つかない傷つけないために
知的財産権

第3回
単元名 データを活用する

概要 インターネット上のサービス
情報セキュリティ

第4回
単元名 情報で問題を解決する / 情報を伝える

概要 ユニバーサルデザイン
傷つかない傷つけないために

⾯接指導計画

単元名 「情報とメディア」、「インターネットの仕組み」、「ユニバーサルデザイン」、「情報モラル」「個人情報の保護」

単元⽬標

①「情報とは何か」
②「インターネットの仕組み」
③「情報デザイン」
④「情報モラル」上記４つのテーマを理解し、日常生活においてよりよいコンピュータの利用方法や情報を伝える手段を
身につける。



2026年度　通信教育実施計画

教科 産業社会と人
間

科⽬ キャリアガイダンス 単位 1単位
面接指導実施

 コマ数
（6割減免後）

2コマ

学習⽬標

高校卒業後の進路・将来について考え、働くことの意義を知り、自分がどんな職に就きたいか、そのためには何を学ばせ、何を身に
つけさせるかを考える。
就職・進学のいずれにおいても自己分析や自己PRは必要となるため、授業を通して自分の強みが何なのかを考えさせる。また、履
歴書の書き方の基礎を学び、実践に役立てられるようにする。

学習⽅法 レポートを自宅等で学習する。また、⾯接指導や添削指導でより理解を深める。

評価⽅法 5段階評価。添削指導、試験、⾯接指導での評価、観点別評価の実施。

添削課題 単元名および概要

第1回

単元名 進路、就職

概要
キャリア教育
職業教育
進学について

⾯接指導計画

単元名 キャリアガイダンス

単元⽬標

高校卒業後の進路を決定する際に、進学を希望する場合でも就職を希望する場合でも、試験（面接・履歴書など）が必要となる。こ
の授業を通してこれまでを振り返り、自分の強みを知り、自己分析をすることで自身の立ち位置を知る。また、高校在学中の早い時
期から基礎を学び反復練習が重要であることを理解し、スキルアップ出来るようになる。進路決定直前に慌てることが無いようにな
る。



2026年度　通信教育実施計画

教科  総合的な探究の時間 科⽬  総合探究α    単位   1単位
面接指導実施

 コマ数
（6割減免後）

   2コマ

学習⽬標
沖縄の文化は日本本土と異なっているものも多くある。それらの文化が諸外国との交流の中でうまれたものであることを認識さ
せ、沖縄県の歴史や地理的特徴を理解させる。また、学校所在地の本部町から気軽に訪問できる
離島を紹介することで、沖縄に関する興味関心を深めていく。

学習⽅法 レポートを自宅等で学習する。また、⾯接指導や添削指導でより理解を深める。

評価⽅法 5段階評価。添削指導、試験、⾯接指導での評価、観点別評価の実施。

添削課題 単元名および概要

第1回

単元名 沖縄の歴史・文化・自然

概要
沖縄の歴史と自然の関わり
沖縄の文化
沖縄の自然

⾯接指導計画

単元名 沖縄の文化と周辺離島

学習到達⽬標 沖縄の文化についての理解を深める。
沖縄本島北部の周辺離島に関して学び、沖縄県の歴史を知る。



2026年度　通信教育実施計画

教科 総合的な探究の時間 科⽬ 総合探究β 単位 1単位
面接指導実施

 コマ数
（6割減免後）

2コマ

学習⽬標 沖縄の埋葬方法を学ぶ前提として世界にはどのような埋葬方法があるのかを学ぶ。その上で洗骨について学習していく。また、
本部町の特産品を説明し、本部町への興味関心を持たせる。

学習⽅法 レポートを自宅等で学習する。また、⾯接指導や添削指導でより理解を深める。

評価⽅法 5段階評価。添削指導、試験、⾯接指導での評価、観点別評価の実施。

添削課題 単元名および概要

第1回

単元名 本部町について

概要

本部町のシンボル
本部町の特産品
本部町の自然
離島について

⾯接指導計画

単元⽬標 沖縄の文化と本部町

学習到達⽬標
沖縄の文化についての理解を深める。
学校の所在地である本部町について特産品などを学ぶことで本部町への関心を持たせる。



2026年度　通信教育実施計画

教科 総合的な探究の時間 科⽬ 総合探究γ 単位 1単位
面接指導実施

 コマ数
（6割減免後）

2コマ

学習⽬標 世界遺産でもある『今帰仁城跡』を見学し、沖縄の歴史と文化、沖縄北部地域の歴史について学ぶ。

学習⽅法 レポートを自宅等で学習する。また、⾯接指導や添削指導でより理解を深める。

評価⽅法 5段階評価。添削指導、試験、⾯接指導での評価、観点別評価の実施。

添削課題 単元名および概要

第1回

単元名 沖縄の世界遺産

概要

沖縄の世界遺産
世界遺産を構成するグスクについて
今帰仁城について
グスクの特徴

⾯接指導計画

  単元名 世界遺産：今帰仁城について

学習到達⽬標 本校の所在地域である沖縄北部地区の歴史や世界遺産について学習し、沖縄や北部地区のことを理解できるようにする。



2026年度　通信教育実施計画 

１．特別活動の重点目標

特別活動の各活動及び学校行事を見通して、心身の調和のとれた発達と個性の伸長を図り、集団や社会の一員としてよりよい生
活や人間関係を築こうとする自主性、実践的な態度を育てるとともに、人間としての在り方、生き方についての自覚を深め、自己を
生かす能力を養う。また、社会への適応力を身につけ、生きる力を育む。  
（１）活動において、人間・自然に深い愛情を持ち、共に生きるためのコミュニケーション能力や環境意識を身につける。  
（２）活動において、規律ある生活態度と自己責任能力を身に付け、地域の活性化をはかる諸活動に 自主的に参加する取り組み
をすすめる。 
（３）学校行事・全体行事において、豊かな感性と想像力を持って、たくましく生きる力を育成する。

２．活動区分（ホームルーム活動・学校行事・その他） 

活動区分 全体行事 集団活動

活動内容

（１）儀式的行事学校生活に有意義な変化や折り目を
付け、厳粛で清新な気分を味わい、新しい生活の展
開への動機付けとなるようにすること。
（２）文化的行事平素の学習活動の成果を発表し、自
己の向上の意欲を一層高めたり、文化や芸術に親し
んだりするようにすること。
（３）健康安全・体育的行事心身の健全な発達や健康
の保持増進、事件や事故、災害等から身を守る安全
な行動や規律ある集団行動の体得、運動に親しむ態
度の育成、責任感や連帯感の涵養、体力の向上など
に資するようにすること。

（１）学校の生活づくり  
➀学校における生活上の諸問題の解決  
②学校における多様な集団の生活の向上 
（２）適応と成長及び健康安全  
➀青年期の悩みや課題とその解決  
②自己及び他者の個性の理解と尊重  
③社会生活における役割の自覚と自己責任  
④男女相互の理解と協力  
⑤ボランティア活動の意義の理解と参画  
⑥国際理解と国際交流  
⑦心身の健康と健全な生活態度や規律ある習慣の確立  
⑧生命の尊重と安全な生活態度や規律ある習慣の確立 
（３）学業と進路  
➀学ぶことと働くことの意義の理解  
②主体的な学習態度の確立  
③教科・科目の適切な選択  
④進路適性の理解と進路情報の活用  
⑤望ましい勤労観・職業観の確立  
⑥主体的な進路の選択決定と将来設計 

（２）個人活動

様々な事情や特性を持った生徒がいることを理解し、個々の状況に応じた指導内容を留意する。  また、個人の性格、特性を把握
し、適切な活動を選択できる機会を設ける。個々の成長や課題に目を向け、集団活動への参画や学校への登校につなげていける
活動を構築する。
➀芸術・文化鑑賞 
②自己及び他者の個性の理解と尊重 
③体験・観察・記録活動 
④集団活動へ参加するための個別指導 

３．活動計画

実施月 テーマ その他活動

5月 祭

ホームルーム、入校式、修了式
※9月と2月は卒業式実施

6月 八洲フラワーカーニバル

7月①
沖縄の海

7月②

8月①
伝統文化

8月②

9月 ヤシマンピック

10月 国際文化

11月① 秋満喫

11月② ハンドメイド

12月①
球技

12月②

1月①
人生ゲーム

1月②

2月 アウトドア

3月 SDGs

４．特別活動に充てる授業時数 

それぞれの活動内容に対して適切な授業時数を充てるものとする。  

５．評価

評価に関しては、生徒のよい点や進歩の状況などを積極的に評価するとともに、指導の過程や成果を評価し、指導の改善を行い
学習意欲の向上に生かすように、以下の通り評価の観点を定める。
（１）よりよい生活を築くための知識・技能 
（２）集団や社会の形成者としての思考・判断・表現 
（３）主体的に生活や人間関係をよりよくしようとする態度 


